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平成24年度上半期の財政状況
市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、
市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年2回に分けて公表しています。
今回は、平成24年度上半期（4月1日から9月30日まで）の財政状況についてお知らせします。

【歳　入】　予算総額232億5,019万円　収入済額111億3,319万円（収入率47.9%）

【歳　出】　予算総額232億5,019万円　支出済額82億580万円（執行率35.3%）

●一般会計予算執行状況●

市 税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。 (64.6％)

86億4,407万円
55億8,238万円

譲与税・
交 付 金

地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。 (48.0％)

9億6,640万円
4億6,352万円

地方交付税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。 (67.8％)

34億7,936万円
23億5,851万円

国庫支出金 国からの負担金や補助金などです。 (34.3％)
24億7,566万円
8億4,963万円

県支出金 県からの負担金や補助金などです。 (6.8％)
14億6,366万円
1億0,013万円

繰 入 金 基金の取り崩しなどです。 (3.8％)
2億1,067万円

807万円

繰 越 金 前年度で決算余剰金が生じたときは、
翌年度の歳入に繰り越しするものです。 (100.0％)

14億3,378万円
14億3,378万円

市 債 政府・金融機構・銀行などから調
達する長期的な借入金です。 (0.0％)

34億9,030万円
0万円

そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。 (31.0％)

10億8,629万円
3億3,717万円

議 会 費 議員報酬や市議会運営のための経
費です。 (53.2％)

2億3,586万円
1億2,541万円

総 務 費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収などの経費です。 (24.7％)

37億3,019万円
9億2,247万円

民 生 費 障がいのある方や高齢者の方に対する福祉
の充実、子育て支援などの経費です。 (41.4％)

60億9,086万円
25億1,954万円

衛 生 費 感染症予防、健康増進、環境保全、
清掃費などの経費です。 (35.6％)

14億3,324万円
5億0,963万円

農 林 水
産 業 費

農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。 (25.8％)

13億9,415万円
3億6,023万円

商 工 費 商工業や観光の振興などの経費で
す。 (80.5％)

6億6,830万円
5億3,770万円

土 木 費 道路、河川、公園などの整備や維
持管理のための経費です。 (25.7％)

28億9,703万円
7億4,549万円

消 防 費 消防や火災予防などの災害対策の
ための経費です。 (42.9％)

9億7,843万円
4億1,988万円

教 育 費 学校教育・生涯学習の充実、文
化・スポーツ振興などの経費です。 (33.4％)

30億7,966万円
10億2,866万円

災害復旧費 災害によって被害を生じた、施設
の原形復旧に要する経費です。 (81.6％)

1億5,910万円
1億2,980万円

公 債 費 市債の元金・利子を支払うための
経費です。 (35.5％)

25億5,472万円
9億0,653万円

そ の 他 労働費、予備費などです。 (1.6％)
2,865万円
47万円

予算現額
支出済額

※（　）内は執行率

予算現額
収入済額

※（　）内は収入率
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問い合わせ先

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 60,240人　世帯数 22,010世帯　（H24.9.30現在）

●地方債の残高●　（H23年度末） ●市有財産の現在高●　（H23年度末）

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

下 古 山 土 地
区 画 整 理 事 業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
（収益）

水 道 事 業
（資本）

(41.3％)

(36.5％)

(38.6％)

(66.2％)

(23.5％)

(37.9％)

(43.8％)

(12.5％)

(22.9％)

(21.4％)

(12.6％)

(49.0％)

(42.1％)

(45.2％)

(83.8％)

(40.0％)

(45.0％)

(56.1％)

(24.3％)

(29.7％)

(49.2％)

(0.0％)

55億4,777万円
22億8,887万円

4億6,318万円
1億6,917万円

30億8,404万円
11億8,922万円

432万円
286万円

17億8,173万円
4億1,810万円

5億0,177万円
1億9,022万円

3,750万円
1,642万円

4,121万円
516万円

7億0,034万円
1億6,046万円

7億1,348万円
1億5,253万円

6億8,348万円
8,607万円

55億4,777万円
27億1,983万円

4億6,318万円
1億9,515万円

30億8,404万円
13億9,292万円

432万円
362万円

17億8,173万円
7億1,191万円

5億0,177万円
2億2,555万円

3,750万円
2,103万円

4,121万円
1,000万円

7億0,034万円
2億0,835万円

8億3,174万円
4億0,902万円

1億9,184万円
0万円

科 　 目 収入状況
市民の負担状況

1人あたり 1世帯あたり
市 民 税 21億1,200万円 3万5,060円 9万5,956円
固 定 資 産 税 28億5,516万円 4万7,396円 12万9,721円
軽 自 動 車 税 8,368万円 1,389円 3,802円
市 た ば こ 税 1億7,643万円 2,929円 8,016円
都 市 計 画 税 3億5,511万円 5,895円 1万6,134円
合 　 計 55億8,238万円 9万2,669円 25万3,629円

区　　分 内　　訳

土 地
行 政 財 産 161万6,381㎡
普 通 財 産 19万3,988㎡

計 181万0,369㎡
建 物 行 政 財 産 17万9,441㎡

一般会計
188億4,183万円
一般会計

188億4,183万円

公共下水道事業
76億8,383万円
公共下水道事業
76億8,383万円

農業集落排水事業
32億  816万円
農業集落排水事業
32億  816万円

下古山
土地区画整理事業
9,055万円

下古山
土地区画整理事業
9,055万円

石橋駅周辺
土地区画整理事業

1,720万円

石橋駅周辺
土地区画整理事業

1,720万円

仁良川地区
土地区画整理事業
1,551万円

仁良川地区
土地区画整理事業
1,551万円

水道事業
25億6,883万円　
水道事業
25億6,883万円　

借入金
324億2,591万円

借入金
324億2,591万円

財政調整基金
20億2,405万円
財政調整基金
20億2,405万円

一般旅券印紙等
購買基金
300万円

一般旅券印紙等
購買基金
300万円

減債基金
17億7,481万円
減債基金

17億7,481万円

庁舎等整備基金
15億3,493万円
庁舎等整備基金
15億3,493万円

地域福祉基金
4億3,487万円
地域福祉基金
4億3,487万円

保健福祉施設整備基金
4億4,724万円

保健福祉施設整備基金
4億4,724万円

地域振興基金
15億5,089万円
地域振興基金
15億5,089万円

グリーン保存育成基金
544万円

グリーン保存育成基金
544万円

道の駅しもつけ基金
485万円

道の駅しもつけ基金
485万円

東日本大震災復興基金
4,174万円

東日本大震災復興基金
4,174万円

土地開発基金
6億1,910万円
土地開発基金
6億1,910万円

国民健康保険財政調整基金
7億8,549万円

国民健康保険財政調整基金
7億8,549万円

介護給付費準備基金
2億6,083万円

介護給付費準備基金
2億6,083万円

高額療養費資金貸付基金
1,000万円

高額療養費資金貸付基金
1,000万円

地域づくり事業推進基金
4億4,565万円
地域づくり事業推進基金
4億4,565万円

公共施設整備基金
5億4,618万円
公共施設整備基金
5億4,618万円

基　金
104億8,907万円

基　金
104億8,907万円

予算現額
支出済額

※（　）内は執行率※（　）内は収入率

財政課　☎（40）5552

平成24年度上半期の財政状況

歳 入 歳 出
予算現額
収入済額
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人事行政の運営等の状況

1 職員の任免及び職員数に関すること

2 職員の給与に関すること

3 職員の勤務時間その他の勤務条件

（1）職員採用試験実施状況 （平成23年度実績）

試験区分 応募者 受験者 1次
合格者

2次
合格者 最終倍率

一般事務職 95名 82名 20名 7名 11.7
一般事務職

（身体障がい者
対象）

1名 1名 1名 0名 －

保育士 6名 6名 2名 1名 6.0

※最終倍率は、受験者数を２次合格者で除したものです。

（1）職員の初任給の状況 （平成24年4月1日現在）

区　分 月　額

一般行政職
大学卒 172,200円
短大卒 155,700円
高校卒 144,500円

技能労務職 高校卒 137,200円

（1）年次有給休暇の取得状況 （平成23年度実績）

平均付与日数 平均取得日数 消化率
39.3日 10.5日 26.8％

（2）育児休業の取得状況 （平成23年度実績）

区　分 育児休業対象者数 育児休業取得者数
男　性 4名 0名
女　性 6名 6名
合　計 10名 6名

※ 育児休業は、子が3歳に達する日まで取得可能です。ただし、
給与は無給となります。

（4）期末手当・勤勉手当 （平成23年度実績）

期末手当 勤勉手当
6月 1.225月 0.675月
12月 1.375月 0.675月
合　計 2.60月 1.35月

※職務の級等を考慮した加算措置があります。
（5）級別・職名別職員数（一般行政職）
 （平成24年4月1日現在）

級別 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
職名 主事 主事 主査 副主幹 主幹 副参事 参事
人数 28名 6名 51名 52名 89名 19名 19名

（2）採用者数 （平成24年度採用者）

試　験
一般事務職 7名
保育士 1名

選　考
派　遣 1名
再任用 3名

合　　計 12名

（3）退職者数 （平成23年度退職者）

定　　年 13名
勧奨（早期退職） 3名
自己都合 0名
派　　遣 1名
合　　計 17名

※ 上記の他、再任用任期満了2名

（4）職員数の増減状況 （平成24年4月1日現在）

平成22年度 平成23年度 平成24年度
実績職員数 428名 424名 416名
前年差 △8名 △4名 △8名

※ 最小限の資源で最大限の効果が得られるような効率的行政運
営を推進するため定員適正化計画を策定しています。平成24
年度の目標数は420名ですので、4名少なくなっています。

（3）職員の平均給料月額、平均年齢の状況
 （平成24年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
344,500円 44歳3月 273,500円 53歳7月

※ 一般行政職とは、行政事務に携わる職種です。技能労務職
とは、自動車運転手、公仕、調理員などの職種です。

（2）特別職の報酬等の状況 （平成24年4月1日現在）

区　分 給与・
報酬月額

期末・勤勉手当
退職手当

6月 12月 合計

市　長 893,000円
（940,000円）1.40月 1.55月 2.95月

給料月額×
在職月数×
0.42

副市長 703,000円
（740,000円）1.40月 1.55月 2.95月

給料月額×
在職月数×
0.25

教育長 627,000円
（660,000円）1.90月 2.05月 3.95月

給料月額×
在職月数×
0.21

議　長 470,000円
1.40月 1.55月 2.95月副議長 380,000円

議　員 350,000円

※ 市長、副市長、教育長は、平成26年8月まで報酬の減額措
置を実施しており、（　）が減額前の額となっています。

人事行政の運営等の状況
　人事行政運営における公正性、透明性を高めるため、「下野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員
の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件等人事行政運営等の状況について概要をお知らせします。

詳細については、市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp/
■問い合わせ先　総務課　☎（40）5551

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
4



国民年金だより

国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

■「
平
成
25
年
分
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
等（
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
）に
は
所
得
税
法
上
、「
雑

所
得
」と
し
て
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
が
か
か
り
ま
す（
復
興
特
別
所
得
税
に

つ
い
て
は
、平
成
25
年
2
月
お
支
払
い
の
年

金
か
ら
）。な
お
、障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に

は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

所
得
税
は
受
け
取
る
年
金
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
が
、源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る

の
は
年
金
額
が
1
5
8
万
円
以
上
の
方
の

み
で
す（
65
歳
未
満
の
方
は
1
0
8
万
円
以

上
）。

　

所
得
税
に
は
、納
税
者
の
税
を
負
担
す
る

能
力
に
応
じ
た
課
税
を
行
う
た
め
に
各
種

の
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。公
的
年
金

等
に
係
る
源
泉
徴
収
の
際
に
こ
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、あ
ら
か
じ
め「
公
的
年

金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

（
以
下「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」）を
日
本
年

金
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
分
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、

平
成
24
年
10
月
22
日
よ
り
順
次
日
本
年
金

機
構
か
ら
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、平
成
25
年
中
に
受
け
取
る
年
金
に

係
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
額
が
決
ま
り
ま

す
。申
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、各
種
控

除
が
受
け
ら
れ
ず
所
得
税
の
源
泉
徴
収
額

が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
本
来
の
提
出
期
限
は
平
成
24
年
11
月
30

日
で
す
。未
提
出
の
方
は
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、至
急
、日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、本
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付（
納
付
見
込
み
の
保
険
料
及
び
過

去
の
未
納
分
の
保
険
料
、免
除
等
期
間
の
保

険
料
の
追
納
を
含
む
）し
た
国
民
年
金
保
険

料
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　

平
成
24
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
2
日
に

か
け
て
、1
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本
年
金

機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
し
た
。証
明
内
容

は
、本
年
1
月
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

み
額
で
す
。

　

な
お
、年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る

方
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
1
月
31
日
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、被
保
険
者
本
人
だ

け
で
な
く
、そ
の
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配

偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
、そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付

し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の
際

に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
、ご
家

族
分
の「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」も
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
お
問
い
合
わ
せ
先

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
、控
除
証
明
書
に
関

す
る
こ
と
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
関
す
る
こ
と

･
栃
木
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
0
2
8
2（
2
2
）4
1
3
4

･
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0（
0
5
）1
1
6
5（
0
5
0

ま
た
は
0
7
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
☎
0
3
―
6
7
0
0
―
1
1
6
5
）

●
控
除
証
明
書
に
関
す
る
こ
と

･
栃
木
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
0
2
8
2（
2
2
）6
0
7
4

･
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
11
月
1
日

㈭
〜
平
成
25
年
3
月
15
日
㈮
）

　

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
1
1
7

（
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら
始
ま
る
電
話

の
場
合
は

【
受
付
時
間
】

･
月
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

た
だ
し
、月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）は
午
後
7
時
ま
で

･
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
日
曜
日
、祝
日
、12
月
29
日
㈯
〜
平
成
25

年
1
月
3
日
㈭
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

☎
0
3
―
6
7
0
0
―
1
1
3
0
）
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６
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す

下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

　

11
月
3
日
㈯
、
平
成
24
年
度
下
野
市
消

防
団
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
分
寺
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
た
通
常

点
検
で
は
、大
塚 
洋
団
長
の
指
揮
に
よ
り
、

服
装
点
検
・
機
械
器
具
点
検
・
ポ
ン
プ
操

法
点
検
が
行
わ
れ
、
火
災
等
に
対
す
る
備

え
が
万
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

点
検
終
了
後
に
は
団
員
が
分
列
行
進
を

行
い
、
愛
泉
幼
稚
園
の
鼓
笛
隊
・
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
・
石
橋
消
防
署
車
両
も
参
加

し
、
ひ
と
き
わ
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

下
野
市
消
防
団

第
７
回
消
防
操
法
競
技
会

　

10
月
21
日
㈰
下
野
市
消
防
団
の
第
７
回

消
防
操
法
競
技
会
が
国
分
寺
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
、
第
１
分
団
第
１
部
が
見
事
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

競
技
会
に
は
市
内
８
分
団
か
ら
全
24
部

（
ポ
ン
プ
車
24
台
）
が
出
場
し
、
日
頃
か

ら
の
練
習
を
十
分
に
発
揮
し
、
消
火
す
る

作
業
の
迅
速
正
確
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
合
優
勝　

第
１
分
団
第
１
部

　
（ 

下
原
・
西
区
・
一
丁
目
・
二
丁
目
・

三
丁
目
・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
）

■
準
優
勝　

第
３
分
団
第
３
部

　
（
本
吉
田
北
・
本
吉
田
南
・
磯
部
）

■
第
３
位　

第
６
分
団
第
１
部

　
（
下
古
山
・
通
古
山
・
若
林
）

■
敢
闘
賞　

第
５
分
団
第
１
部

　
（ 

上
大
領
・
中
大
領
・
下
大
領
・
東
前
原
・

下
石
橋
・
富
士
見
町
・
入
の
谷
）

下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
奮
闘

　

10
月
10
日
㈬
旧
石
橋
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
第
36
回
消
火
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
、

石
橋
Ｂ
チ
ー
ム
が
見
事
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
管

内
の
１
市
２
町
（
下
野
市
、
壬
生
町
、
上

三
川
町
）
の
危
険
物
保
安
協
会
員
・
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
、
行
わ
れ
る
消

火
競
技
で
す
。
大
会
に
は
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
、
下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら

も
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
技
術
の
正
確
さ

と
迅
速
さ
で
、
石
橋
Ｂ
チ
ー
ム
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

■
下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　

第
３
位　

石
橋
Ｂ
チ
ー
ム

　
（
指
揮
者
：
菅
原
秀
さ
ん

　

 

消
火
者
：
木
村
て
る
子
さ
ん
）

消防

■栃木県知事表彰
 ◆模範消防団員 髙山　誠
■栃木県消防協会長表彰
 ◆功績章 伊澤　勝美
 ◆勤続章（20年） 倉井　茂樹 富永　一雄
  伊澤　勝美 大橋　正人
  吉田　昭 稲葉　潤一
 ◆勤続章（15年） 上野　登 渡辺　敏史
  稲葉　修平 菊地　正行
  渡辺　和也
 ◆勤続章（10年） 小平　友一 他16名
■栃木県消防協会下都賀支部長表彰
 ◆功績章（8年） 篠﨑　直也 他25名
 ◆勤続章（5年） 鈴木　一仁 他31名
■石橋地区消防団連絡協議会長表彰
 ◆優良部 第１分団第１部　第３分団第３部
■下野市長表彰
 ◆退職団員表彰状
 篠崎　英 笠野　幸治 伊澤　正裕
 清水　英仁 杉山　浩一 内木　誠
 橋本　規仁 本橋　利男
■下野市消防団長表彰
 ◆退職団員感謝状 前団長　　渡邉　吉一
  前副団長　宇賀地　茂
 ◆優良部　第1分団第1部　第8分団第2部

競技会の様子

消防団員による分列行進
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今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、

ま
ち
は
慌
た
だ
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
年
末
は
、
火
気
の
使

用
が
増
え
て
火
災
の
危
険
性
が

高
ま
る
た
め
、
火
災
の
多
く
発

生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

火
災
に
よ
る
総
死
者
数
は
１
，

７
６
６
人
（
平
成
23
年
）、
こ
の

う
ち
、
一
般
住
宅
・
共
同
住
宅
・

併
用
住
宅
な
ど
の
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
数
は
、
放
火
自
殺
者

な
ど
を
除
く
と
１
，
０
７
０
人

と
な
り
、
半
数
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
数
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
９
年
連
続
で
千
人
を
超

え
て
い
る
な
ど
、
尊
い
生
命
が

失
わ
れ
る
状
況
が
、
依
然
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ

る
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の

中
で
火
災
を
未
然
に
防
ご
う
と

い
う
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

安
心
で
安
全
な
年
末
を
過
ご

す
た
め
に
、
防
火
に
つ
い
て
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
冬
の
チ
ェ
ッ
ク

野
焼
き
は
ダ
メ
！

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
敷
地
内
を
含
む
野
外

で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼

き
）
は
違
法
行
為
で
す
。
一

部
の
例
外
を
除
き
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
罰
則

　

違
反
し
た
場
合
、
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，

０
０
０
万
円
（
法
人
は
３
億
円
）

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
れ
ら
の

併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

例
外
に
該
当
す
る
場
合
で
も
近

所
へ
迷
惑
が
か
か
る
な
ど
周
辺

の
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
が
認

め
ら
れ
る
と
き
に
は
直
接
指
導

に
伺
い
、
行
為
を
中
止
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
野
焼
き
禁
止
の
例
外

・
廃
棄
物
処
理
法
の
処
理
基
準

に
従
っ
て
焼
却
炉
等
で
廃
棄
物

を
焼
却
す
る
場
合

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
も
の

・
焚
き
火
な
ど
日
常
生
活
を
営

む
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
、
周
辺
生
活
に
与

え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の

ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に

気
を
つ
け
よ
う

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
の
手
入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う

か
。

　

平
成
23
年
中
に
お
け
る
ス

ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
を
み
る
と
、

全
国
で
１
，
６
０
９
件
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
電
力
事
情
等
の
影

響
も
あ
り
、
電
源
不
要
の
石
油

ス
ト
ー
ブ
の
販
売
台
数
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
寒
い
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

消防

安
全
で
安
心
な
年
末
を

〔ストーブ火災の推移〕

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

ストーブ火災

石油ストーブ火災

電気ストーブ火災

1587
1684 1457 1469

1609

839 832
753 744 763

595
686

514 553
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平成19年

（件）

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年
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空
手
道
大
会
で

大
活
躍
！

　

10
月
７
日
㈰
、
茨
城
県
武
道

館
で
行
わ
れ
た
茨
城
県
極
真
空

手
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ
で
、
高

澤
智
哉
く
ん
（
緑
小
３
年
）
が

個
人
戦
の
部
で
優
勝
、
ま
た
所

属
す
る
団
体
が
団
体
戦
の
部
で

も
３
位
の
入
賞
す
る
な
ど
、
見

事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

高
澤
く
ん
は
空
手
の
ほ
か
に

サ
ッ
カ
ー
や
プ
ー

ル
な
ど
で
日
頃
よ

り
体
を
鍛
え
、
今

回
初
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

下
都
賀
地
区
の
災
害
時

相
互
応
援
協
定
締
結

　

下
都
賀
郡
市
内
の
６
市
町
、

各
警
察
署
、
消
防
本
部
と
県

建
設
業
協
会
下
都
賀
支
部
に

よ
る
「
下
都
賀
地
区
に
お
け

る
災
害
時
の
相
互
協
力
に
関

す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
10

月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
が
発

生
時
に
警
察
・
消
防
が
行
う

人
命
救
助
に
あ
た
り
、
資
機

材
、
人
員
の
提
供
に
つ
い
て

の
協
力
を
県
建
設
業
協
会
下

都
賀
支
部
に
要
請
し
、
救
助

活
動
の
強
化
を
目
的
に
締
結

す
る
も
の
で
す
。
協
定
締
結

に
よ
り
、
迅
速
な
災
害
対
応

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

山
田
庄
平
氏
が

瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
、
小
金
井
の
山
田
庄
平

氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
27
年
に
旧
国

分
寺
村
役
場
に
奉
職
さ
れ
職

員
と
し
て
、
ま
た
、
昭
和
62

年
か
ら
平
成
13
年
ま
で
は
元

国
分
寺
町
助
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
㈪
皇
居
に
お
い

て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
賜

り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
大
活
躍

　

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
ミ
ラ
ク
ル
」
が
第
25
回

関
東
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
い
そ
じ
大
会
で
見
事
な
成

績
を
収
め
、
市
長
に
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
に
鹿
沼
総
合
体

育
館
・
西
方
町
総
合
文
化
体

育
館
で
行
わ
れ
た
栃
木
県
予

選
会
で
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
、

９
月
29
日
東
京
都
荒
川
区
の

荒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
本
大
会
で

は
見
事
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

Shimotsuke
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天
平
の
芋
煮
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

11
月
４
日
㈰
、
天
平
の
丘
公

園
に
お
い
て
、
関
東
最
大
級
の

大
鍋
を
使
っ
た
「
天
平
の
芋
煮

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
芋
汁
３
，
０
０
０
食

が
完
売
し
、
来
場
者
が
秋
の
味

覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
初
め
て
参
加
し
た

と
い
う
男
性
は
「
か
ん
ぴ
ょ
う

が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
に
歯
ご
た
え
を
楽
し
め

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
く
せ

が
無
い
分
な
ん
の
料
理
で
も
合

い
そ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
地
元
幼
稚
園
・

小
中
学
生
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
や
、
地
元
出
身
の
歌

手
「
あ
す
か
る
う
み
」
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
多
く

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

下
野
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
11
日
㈭
に
、
宇
都
宮

市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、「
第
37
回
地
域
安
全

県
民
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
は
、
多
年
に
わ
た
る
地

域
安
全
活
動
が
認
め
ら
れ
、

防
犯
功
労
団
体
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平
成
24
年
度　

下
野
市

優
良
建
設
工
事　

表
彰

【
土
木
部
門
】

○
㈱
前
原
土
建

　

下
野
市
営
墓
地
整
備
工
事

○
㈲
田
中
造
園
土
木

　

 

平
成
23
年
度
村
づ
く
り
交

付
金
（
下
野
市
東
部
仁
良

川
地
区
）
生
態
系
保
全
施

設
整
備
工
事

○
㈱
竹
葉
建
設

　

 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

雨
水
排
水
管
布
設
工
事

【
建
築
部
門
】

○
㈱
小
林
工
業

　

 

自
治
医
大
駅
自
由
通
路
東

口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

【
舗
装
部
門
】

○
新
井
土
木
㈱

　

 

市
道
南
４
０
０
号
線
舗
装

修
繕
工
事
（
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

管
財
課
☎（
40
）５
５
５
３

消
費
者
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

11
月
３
日
㈯
、
道
の
駅
し

も
つ
け
に
お
い
て
、
第
３
回

消
費
者
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

参
加
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
や
展

示
、
模
擬
店
な
ど
で
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
か
ら
は
「
こ

ん
な
に
多
く
の
団
体
が
活
躍

し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
。
物
を
買
う
と
き
は

あ
わ
て
ず
、
よ
く
考
え
た

い
。」と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

Shimotsuke
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「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

石山　輝　さん

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

成分献血

1回献血量

年　齢

体　重

全血献血
■献血方法別の献血基準

血漿成分
献血

血小板
成分献血

200mL
献血

400mL
献血

600mL以下

18歳～69歳 男性：18～69歳
女性：18～54歳 16歳～69歳

男女とも
50kg以上

男性：17～69歳
女性：18～69歳

400mL以下 200mL 400mL

男性45kg以上・女性40kg以上

（親）戸田　知亜紀さん　（子）來斗さん

　

平
成

24
年
度
栃
木
県
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル

で
下
野
市
か
ら

は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

虫
歯
が
全
く
な
い
お
子
さ
ん
や

そ
の
家
族
が
対
象
で
す
。

■
三
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞

　

石
山　

輝　

さ
ん

■
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
良
賞

　
（
親
）戸
田　

知
亜
紀　

さ
ん

　
（
子
）　　
　

來
斗　

さ
ん

　

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。平
成
25

年
度
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
平
成

24
年
度
に
3
歳
児
健
診

を
受
け
た
虫
歯
が
無
い
お
子
さ

ん
や
そ
の
家
族
が
対
象
と
な
り

ま
す
。詳
細
は
後
日
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」が

大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
悩
み
を
抱

え
込
ん
で
し
ま
って
い
る
ご
本
人
・ご

家
族
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実
施

し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日（
月
１
回
開
催
予
定
）

　

12
月
25
日
㈫

　

１
月
22
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時（
月
１
回
開

催
予
定
）

■
場
　
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
　
金　

無
料
で
す

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

☎（
52
）１
１
１
２

☎（
52
）１
１
１
6

■
日
　
時　

12
月
26
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
会
　
場　

南
河
内
庁
舎
駐
車
場

　
（
今
回
は
全
血
献
血
の
み
の
実

施
と
な
り
ま
す
）

　
※
65
歳
か
ら
69
歳
の
方
は
、60
歳

か
ら

64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
経

験
の
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）1
1
1
6

Shimotsuke
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乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
S
I
D
S
）か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う

栃
木
県
全
体
で「
脳
卒

中
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、そ
れ
ま
で
元

気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、事
故
や

窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に
突
然

死
亡
す
る
病
気
で
す
。原
因
は
、

ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。日
本

で
は
、お
よ
そ
６
，０
０
０
人
〜

７
，０
０
０
人
に
１
人
の
赤
ち
ゃ

ん
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。生

後
２
か
月
か
ら
６
か
月
に
多
く
、

ま
れ
に
１
歳
以
上
で
も
発
症
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守

る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

　

②
た
ば
こ
は
や
め
る

　

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

南
河
内
第
二
中
学
校
で
出
前

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
㈬
、南
河
内
第
二
中

の
一
年
生
を
対
象
に
脳
卒
中
啓

発
の
た
め
の
出
前
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。慶
応
義
塾
大
学
医
学

部
教
授
の
岡
村
智
教
先
生
よ
り
、

脳
卒
中
の
症
状
に
つ
い
て
や
、家

族
や
周
囲
の
人
に
脳
卒
中
の
症

状
が
あ
っ
た
ら
救
急
車
を
呼
ぶ

等
、早
期
に
受
診
す
る
こ
と
を
す

す
め
て
ほ
し
い
と
の
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

「脳卒中かな」と思ったら
一刻も早く救急車を
呼びましょう!

早期受診で,命を救い、後遺症を減らせます!

脳卒中を疑って救急車を呼ぶ場合の症状は？

症状に気づいて、救急車を呼ぶのはあなた。
大切な人の命と生活のために、ためらわずに呼びましょう!

　特に、脳梗塞発症直後に用いることで後遺症を軽減できるt-PA静注療法*は、
発症3時間半以内に病院に到着しなければ、受けることができません。
　お年寄りは症状が分かりにくく、マヒ等を強く訴えないこともしばしばあります。
「脳卒中かな？」と思ったらすぐ救急車を呼びましょう。

●片方の手足・顔半分の
マヒ・シビレが起こる
（手足だけ、顔だけの場
合もあります）

●片方の目が見えない、
モノが二つに見える、
視野の半分が欠ける

●経験したことのない
激しい頭痛がする

●力はあるのに立てない、
歩けない、フラフラする

●ロレツが回らない、
言葉が出ない、他人の
言うことが理解できない

※t-PA静注療法とは、t-PAという薬を静脈注射して血栓を溶かす治療法です。発症後4時間半以内でないと受けられず、病院到着
後準備に約1時間かかるので、約3時間半以内に病院に到着しないと受けられません。

Shimotsuke
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小
山
地
区
医
師
会
主
催

市
民
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

の
集
団
検
診
の
追
加
実

施
の
お
知
ら
せ

　

11
月
11
日
㈰
、下
野
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館
に
て
小

山
地
区
医
師
会
主
催
に
よ
る
市

民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、自
治
医
科
大
学
眼

科
教
授
の
川
島
秀
俊
先
生
か
ら

「
目
の
病
気
〜
あ
な
た
も
白
内
障

や
緑
内
障
が
気
に
な
り
ま
す

か
？
」と
題
し
て
、白
内
障
や
緑

内
障
の
症
状
と
治
療
の
お
話
が

あ
り
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
演
後
に
実
施
さ
れ
た

眼
圧
測
定
に
も
多
く
の
市
民
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
の
４
回
目
は
今
ま
で
実
費

で
し
た
が
、
10
月
23
日
か
ら
無
料

で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

接
種
に
あ
た
っ
て
は
、接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
よ
く
ご
確
認
の

上
、事
前
に
医
療
機
関
へ
電
話
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
、予

診
票
、保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、予
診
票
は
、市
内
受
託

医
療
機
関
及
び
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
程

　

1
月
29
日
㈫
ゆ
う
ゆ
う
館

　

受
付
：
午
前
8
時
20
分
〜
10
時

　

1
月
31
日
㈭
き
ら
ら
館

　

受
付
：
午
前
8
時
20
分
〜
10
時

■
内
　
容

　

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん・
子
宮
頸
が
ん・
乳
が

ん・
乳
が
ん
超
音
波
の
み（
35
〜
39

歳
）・
骨
密
度
検
査（
該
当
者
の

み
）・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
該
当
者

の
み
）・ヤ
ン
グ
健
診（
20
〜
39
歳
）

■
定
員　

各
１
４
０
名（
先
着

順
）

※
国
民
健
康
保
険
の
方
の
特
定

健
診
受
診
結
果
に
つ
い
て
は
、結

果
説
明
会
に
て
お
返
し
し
ま
す
。

結
果
説
明
会
の
日
程
に
つ
い
て

は
、健
診
当
日
に
ご
案
内
し
ま

す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

　

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
１
月
17

日
に『
特
定
健
診
・
が
ん
検
診「
ゆ

う
ゆ
う
館
」』と
の
記
載
が
あ
り

ま
す
が
、検
診
の
予
定
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。訂
正
す
る
と
と
も
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

月　　日 受付時間 内　　容 場　　所対　象　者

■内容：　…リトミック　■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館

■　保健メモ　■　12月号　12月15日→1月14日

リ ゆ

ゆ

き

12月17日（月） 13：00～14：00 平成24年2月生

ゆ12月18日（火） 13：00～14：00 平成24年8月生4か月児健診

き12月19日（水） 13：15～13：30 出産予定日が平成25年4～6月の方
事前予約が必要です

12月21日（金） 9：45～10：00 ゆ

12月25日（火） 9：45～10：00

1歳6か月～就園前のお子さん

き

1月8日（火） 13：00～14：00

就園前のお子さん

ゆ1月9日（水） 8か月～1歳6か月のお子さん

フレッシュママ・パパ
教室レッスン１

リポピーくらぶ　

9か月児健診

リポピーくらぶ　

ポピーくらぶ

ゆ

9：45～10：00

平成21年10月生3歳児健診

　

次
の
日
程
で
、追
加
実
施
し
ま

す
。受
診
希
望
の
方
は
、電
話
で

健
康
増
進
課
（
5
2
―
1
1
1
6
）

Shimotsuke
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高齢福祉

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

災
害
時
等
要
援
護
者
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

あ
な
た
の
応
援
団

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
だ
け
で

不
安
だ
し

食
事
も
ち
ゃ
ん
と

と
れ
て
な
い…

家
族
の
転
勤
な
ど
で
急
に
ひ
と
り
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、い
ざ
と
い
う
と
き

に
家
族
に
連
絡
が
と
れ
る
か
不
安…

そ
ん
な
と
き
は
高
齢
福
祉
課
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
課
・

ま
た
は
お
近
く
の
民
生
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
調
理
が

困
難
な
方
に
、昼
食
時
に
弁
当
の
配
達

を
行
い
、安
否
確
認
及
び
身
体
的
・
精
神

的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

概
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

高齢福祉サービス紹介
■問い合わせ先　高齢福祉課 ☎52-1115

齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方 

■
利
用
者
負
担
額 

　

1
食
２
０
０
円

■
配
食
日

　

石
橋
・
南
河
内
地
区
…
月
・
水
・
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昼
食
時

　

国
分
寺
地
区
…
火
・
木
・
土
の
昼
食
時

　

※
週
３
回
を
限
度
と
し
ま
す
。（
希
望

す
る
曜
日
だ
け
で
も
利
用
可
能
）

　

安
否
確
認
の
た
め
、直
接
手
渡
し
で

受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
・
相
談
先

　

高
齢
福
祉
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

い
し
ば
し

　
　

こ
く
ぶ
ん
じ

　
　

み
な
み
か
わ
ち

　

広
報
し
も
つ
け
10
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、市
で
は
災
害
時
等
に
要

援
護
者
の
生
命
や
身
体
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

災
害
時
等
要
援
護
者
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

～こんなときには相談を～

■
調
査
の
対
象
と
な
る
方

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
及
び
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方

② 

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方

③ 

Ａ
・
Ａ
１
・
Ａ
２
の
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

④ 

１
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方

⑤ 

特
定
疾
患
患
者
福
祉
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

　

平
成
23
年
度
に
実
態
調
査
を
行
い
、

本
年
は
前
回
の
調
査
以
降
に
新
た
に
対

象
者
に
な
ら
れ
た
方
な
ど
に
つ
い
て
、

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
定
期
的
な
調
査
の
ほ
か

に
、随
時
対
象
と
な
っ
た
方
の
ご
相
談

を
承
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
５

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

　

高
齢
者
の
方
の
様
々
な
相
談
、ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
、介
護
予

防
の
お
手
伝
い
、健
康
教
室
、高
齢
者
の

権
利
を
守
る
取
組
み
な
ど
…

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
地
域

で
生
活
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
の
困
り
ご
と
で
、ど
こ
に
相

談
し
よ
う
？
と
迷
っ
た
ら
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し
ば
し

き
ら
ら
館
内　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く
ぶ
ん
じ

ゆ
う
ゆ
う
館
内　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち

南
河
内
児
童
館
１
階　

☎（
52
）１
１
１
５

☎（
51
）０
６
３
３

☎（
43
）１
２
２
９

☎（
44
）３
０
０
２

高齢者だけで
暮らしているけど

年をとっても

ひとり
でも

安心して暮らしたい

☎（
51
）０
６
３
３

☎（
43
）１
２
２
９

☎（
44
）３
０
０
２

Shimotsuke
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夏
休
み
に
市
内
小
中
学
生
を

対
象
に
、
ご
み
の
減
量
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
と
一

般
か
ら
川
柳
を
募
集
し
、
多
く

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
次
の
作
品

が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト（
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
賞
１
点

　

平
澤　

幸
彦
（
祇
園
）

▼
優
秀
賞
２
点

　

増
田　

篤
（
緑
）

　

高
橋　

満
雄
（
小
金
井
）

▼
佳
作
３
点

　

佐
藤　

百
合
子
（
小
金
井
）

　

三
浦　

真
美
（
谷
地
賀
）

　

山
内　

康
子
（
小
金
井
）

増
や
さ
な
い

　

お
腹
の
脂
肪
と

　
　
　

レ
ジ
袋

平
成
24
年
度
下
野
市
ご
み
減
量
化

川
柳
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
が
決
定

■ポスターコンテスト

ポスター
小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部

学年 氏　名 学校名 学年 氏　名 学 校 名 学年 氏名 学 校 名
最 優 秀 賞 ３ 小川　凌汰 石橋北 ５ 澁野　凌平 祇　 園 １ 吉沼　悠 南 河 内
優 秀 賞 ３ 中村　柚香 古　山 ６ 古菅　翔生 国 分 寺 ３ 飯沼　巧 南河内二
優 秀 賞 ３ 倉井　遥 古　山 ６ 檜山　杏奈 国 分 寺 １ 佐藤　絢菜 南河内二
佳 　 作 ３ 小林　萌音 古　山 ６ 西村　唯 国分寺東 ３ 菊池　紅音 石　 橋
佳 　 作 ３ 福田　舞桜 古　山 ５ 伊藤　真奈 石　 橋 ２ 篠﨑　雄太 石　 橋
佳 　 作 ２ 牧野　百華 国分寺 ５ 鈴木　乃綾 国 分 寺 ２ 宮下みどり 南河内二
佳 　 作 ２ 中根　弘貴 国分寺 ５ 小川　晃志 石 橋 北 ２ 藤澤　奈穂 南河内二
佳 　 作 １ 神子谷紗雪 吉田西 ４ 小嶋　優希 国 分 寺 １ 五月女真緒 南 河 内

最
優
秀
賞

最優秀賞

中学校の部小学校高学年の部小学校低学年の部

Shimotsuke
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石
橋
地
区
の

新
ご
み
分
別
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

石
橋
地
区
で
来
年
４
月
か
ら

始
ま
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
ご
み
分
別
に
つ
い
て
、

39
か
所
、
計
１
，
２
０
０
名
を

超
え
る
出
席
者
の
も
と
、
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
説
明

会
で
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
ボ
ト
ル

は
分
別
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

答　

な
り
ま
す
。
圧
縮
梱
包
に

支
障
を
き
た
す
の
で
ボ
ト
ル
と

ポ
ン
プ
を
別
々
に
し
て
一
緒
の

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

容
器
を
軽
く
す
す
い
で
出

す
よ
う
で
す
が
、
水
切
り
は
ど

の
程
度
や
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

答　

軽
く
振
っ
て
水
を
切
る
程

度
で
十
分
で
す
。
ふ
き
取
り
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

レ
ジ
袋
も
対
象
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
レ
ジ
袋
で
出
し
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

答　

半
透
明
で
あ
れ
ば
レ
ジ
袋

で
出
さ
れ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

シ
ー
ル
や
ラ
ベ
ル
が
は
が

れ
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
で

・
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に

収
集
運
搬
を
委
託
す
る
。

・
事
業
者
自
ら
分
別
を
行
い
、

処
理
施
設
等
に
運
ん
で
処
理
す

る
僕
た
ち
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
欲
し
い
ワ
ン
！

　

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る

と
、
ひ
と
や
物
に
危
害
を
与
え

か
ね
ま
せ
ん
。
犬
に
と
っ
て
も
、

交
通
事
故
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ

り
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
つ
な

い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
の
時
も
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
飼
い
主
さ
ん
に
お
願
い

で
す
。
飼
い
猫
の
屋
内
飼
育
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
近
所
へ

の
ふ
ん
尿
な
ど
の
被
害
防
止
や
、

交
通
事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫

を
守
る
た
め
に
大
変
有
効
で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
あ
な
た
の
犬
・

猫
が
好
か
れ
る
た
め
に
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
ょ
う
か
？

答　

は
が
れ
な
い
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

袋
類
や
ト
レ
イ
類
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
別
の
袋
に
分
別
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？

答　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
同
じ
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ
の
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
の
清
掃
は

お
早
め
に（
年
末
年
始
）

　

12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま

で
し
尿
処
理
場
が
閉
場
（
お
休

み
）
の
た
め
、
汲
み
取
り
業
者
に

よ
る
汲
み
取
り
・
清
掃
が
で
き
ま

せ
ん
。
年
内
中
の
汲
み
取
り
・
清

掃
を
お
考
え
の
方
は
お
早
め
に
契

約
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は

出
せ
ま
せ
ん

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

利
用
者
に
よ
り

管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

　

事
業
所
か
ら
で
る
ご
み
（
事

業
系
一
般
廃
棄
物
）
は
、
事
業

者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク

ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く

だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
ソ
フ
ァ
ー
・
つ
け
も
の
樽
（
大
型
）
未

使
用
・
つ
け
も
の
石　

未
使
用
・
一
輪
車

（
27
㎝
・
ブ
ル
ー
）・
三
輪
車
・
自
転
車
（
子

供
が
前
か
ご
に
乗
せ
ら
れ
る
も
の
）・
南

河
内
第
二
中
学
校
男
子
冬
制
服
（
上
着
Ｌ
、

ズ
ボ
ン
ウ
エ
ス
ト
79
㎝
）・
南
河
内
第
二

中
学
校
体
育
館
履
き
（
26
・
5
㎝
）・
マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
ー
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
１
巻
〜

67
巻
＋
3
冊
セ
ッ
ト

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
自
転
車
（
補
助
輪
付
幼
児
・
女
子
用
、
小

学
校
高
学
年
・
男
子
用
、
27
イ
ン
チ
）・
南

河
内
第
二
中
半
袖
体
操
着
Ｌ
ま
た
は
LL
サ

イ
ズ
・
全
自
動
洗
濯
機
・
子
供
用
ス
ー
ツ

一
式
（
１
２
０
㎝
、
女
子
用
）・
薬
師
寺
小

体
操
服
（
冬
用
、１
４
０
）、体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
（
22
㎝
）・
シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

マ
ザ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
お
ま
ま
ご
と
）・
幼
児

用
鉄
棒
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
新
幹
線
の
グ
ッ

ズ
・
ブ
ー
ツ
（
女
児
用
16
㎝
前
後
、
男
児

用
19
㎝
前
後
）・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
、
体
操

服
（
女
児
用
）・
第
２
薬
師
寺
幼
稚
園
制
服
、

体
操
着
（
女
児
用
）・
幼
児
用
お
む
つ
（
Ｌ

ま
た
は
LL
サ
イ
ズ
）・
電
子
ピ
ア
ノ
・
ピ
ア

ノ
・
宇
都
宮
南
高
校
冬
服
紺
の
セ
ー
タ
ー
、

冬
服
ズ
ボ
ン
（
Ｍ
か
Ｌ
）・
か
け
ど
け
い
・

ト
ー
ス
タ
ー
・
宇
短
附
高
校
女
子
制
服
、（
冬
、

夏
）（
Ｍ
〜
Ｌ
）、ジ
ャ
ー
ジ
上
下
（
女
子
用
）、

セ
ー
タ
ー
、
コ
ー
ト
、
か
ば
ん
な
ど
・
照

明
器
具

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

天
平
の
丘
公
園
に
あ
る
民
俗
資
料
館
「
夜
明
け
前
」
は
、
夜
の
う
ち
に
造
ら
れ
た
建
物
な
の
で
こ
の
名
称
に
な
っ
た
。

○
か
×
か
？

問
1　

空
き
地
の
雑
草
は

刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

　

空
き
地
の
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
な
い
と
、
次
の
よ
う

な
生
活
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま

す
。

１
．
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法
投

棄
さ
れ
る
場
所
に
な
る
。

２
．
害
虫
の
発
生
場
所
に
な
る
。

３
．
交
差
点
な
ど
の
角
地
で
は

見
通
し
が
悪
く
な
り
、
交
通
事

故
に
つ
な
が
る
。

４
．
雑
草
の
花
粉
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
に
な
る
。

　

特
に
、
冬
期
に
は
立
ち
枯
れ

て
枯
れ
草
火
災
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺

住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
の
方
は
、
定
期
的
に
雑

草
の
除
去
を
す
る
等
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

Shimotsuke
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ま
で
（
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
）

■
申
し
込
み

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で
の

み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

下
野
市「
市
民
の
た
め
の

ゴ
ル
フ
教
室
」開
催
の

お
知
ら
せ

　

健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
講
習

を
取
り
入
れ
た
新
し
い
形
の
ゴ
ル

フ
レッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

■
日　

程

・
火
曜
ク
ラ
ス

　

午
後
６
時
〜
８
時

　

１
月
８
・
22
日
、

　

２
月
５
・
19
日

・
木
曜
ク
ラ
ス

　

午
後
６
時
〜
８
時

　

１
月
10
・
24
日
、

　

２
月
７
・
21
日

・
土
曜
ク
ラ
ス

　

 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

　

１
月
12
・
26
日
、

　

２
月
９
・
23
日

■
会　

場

　
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

ス
ノ
ー
バ
ス

参
加
者
募
集
！

下
野
市
ス
ノ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
で

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
も
う
！ 

■
日　

時

　

１
月
20
㈰
（
日
帰
り
）

　

午
前
6
時
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

前
集
合
、
出
発
予
定

■
場　

所

　

福
島
県
会
津
高
原
た
か
つ
え

ス
キ
ー
場

■
対　

象

　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
内
在

住
、
在
学
、
在
勤
者

（
中
学
生
以
下
の
参
加
者
は
保

護
者
の
方
の
同
伴
が
必
要
に
な

り
ま
す
）

■
種　

目

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

■
参
加
費

　

大
人
：
５
，
５
０
０
円

　

小
中
学
生
：
５
，
０
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
は
、

交
通
費
、
保
険
料
、
リ
フ
ト
代
、

昼
食
代
と
な
り
ま
す
。

（
用
具
レ
ン
タ
ル
料
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。）

■
定　

員　

35
名

■
受
付
期
間

　

12
月
3
日
㈪
〜
27
日
㈭

■
募
集
人
数

　

火
・
木
曜
ク
ラ
ス
：
24
名

　

土
曜
ク
ラ
ス
：
16
名

■
対　

象

　

下
野
市
在
住
及
び
在
勤
の
方

※
性
別
、
年
齢
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
参
加
料

　

８
，
０
０
０
円
（
１
回
２
，

０
０
０
円
×
４
回
）

　

レ
ッ
ス
ン
料
、ボ
ー
ル
代
（
打

ち
放
題
）
全
て
込
み

■
講　

師

　

Ｐ
Ｇ
Ａ
プ
ロ
及
び
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー

■
主　

催

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

　

（
53
）１
２
２
２

第
７
回
下
野
市
オ
ー
プ

ン
ペ
ア
卓
球
大
会
開
催

　

下
野
市
民
及
び
近
隣
町
の
卓

球
愛
好
者
の
親
睦
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

■
主　

催

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

■
後　

援

　

下
野
市
体
育
協
会

■
日　

時

　

２
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
集
合

　

９
時
30
分
開
会

■
場　

所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象

　

下
野
市
及
び
近
隣
の
中
学
生

以
上
の
男
女

■
種　

目

・ 

硬
式
ペ
ア
団
体
戦
（
①
混
合

Ｗ
②
女
子
Ｓ
③
男
子
Ｓ
）

・ 

ラ
ー
ジ
ペ
ア
団
体
戦
（
①
混

合
Ｗ
②
女
子
Ｓ
③
男
子
Ｓ
）

※
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
大
会
当
日

会
場
に
て
抽
選

■
試
合
方
法

　

硬
式
：
５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

（
11
本
）

　

ラ
ー
ジ
：
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

（
11
本
）

５
〜
６
ペ
ア
に
よ
る
団
体
リ
ー

グ
戦

■
参
加
料

　

１
人
８
０
０
円
（
保
険
料
等

を
含
む
）

　

大
会
当
日
会
場
に
て
受
付

■
申
し
込
み

　

12
月
17
日
㈪
午
前
９
時
〜
１

月
18
日
㈮
午
後
５
時

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

Let’s SPORTSLet’s SPORTS
し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】 

民
俗
資
料
館
夜
明
け
前
は
、
今
か
ら
約
１
４
０
年
前
の
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
時
期
に
建
築
さ
れ

た
も
の
で
す
。
下
野
市
関
根
井
か
ら
天
平
の
丘
公
園
内
に
移
築
さ
れ
、
昔
の
生
活
を
知
る
学
習
の
場
と
し
て
活
用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
島

崎
藤
村
の
小
説
か
ら
「
夜
明
け
前
」
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

Shimotsuke
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■
募
集
対
象

　

小
学
生（
保
護
者
付
き
）以
上

先
着
20
名
（
10
名
未
満
の
場
合

は
中
止
）

■
交　

通

　

Ｊ
Ｒ
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
、
江

ノ
島
電
鉄

■
参
加
費

　

３
，
4
０
０
円

　
（
交
通
費
、
保
険
、
諸
経
費
）

※
七
福
神
散
策
途
中
で
好
み

の
昼
食
を
と
り
ま
す
。（
昼
食
、

拝
観
料
は
自
己
負
担
）

■
持
ち
物

　

飲
み
物
、
折
り
た
た
み
傘
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー

■
引
率　

ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ

■
申
し
込
み
開
始

　

12
月
11
日
㈫
よ
り
先
着
順
で

定
員
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
詳
細

の
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

募
集
案
内
に
あ
る
申
込
書
に
参

加
費
を
添
え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
内
の
ク
ラ
ブ

事
務
局　

担
当
：
田
村
☎（
44
）

０
８
４
９

〈
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
在
席
〉

　

月
数
×
５
０
０
円

　

＋
保
険
代
１
，
８
５
０
円

　

夫
婦
会
員
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

員
は
構
成
す
る
年
代
で
保
険
料

を
計
算
し
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
会
員
は
新
た
な

企
画
の
下
で
３
月
か
ら
募
集
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
南

河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事
務
室
ま

で
。
詳
細
は
、
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

鎌
倉
七
福
神
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
参
加
者
募
集

　

平
成
25
年
も
幸
せ
な
１
年
に

な
る
よ
う
に
新
年
の
祈
願
を
目

的
に
鎌
倉
七
福
神
を
巡
り
な
が

ら
湘
南
の
早
春
を
満
喫
す
る
ご

利
益
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
計
画
し
ま

し
た
。

■
日　

時

　

１
月
20
日
㈰

　

午
前
7
時
36
分
小
金
井
駅
出

発
、
帰
着
午
後
6
時
予
定

■
コ
ー
ス

　

小
金
井
〜
北
鎌
倉
（
鎌
倉
七

福
神
巡
回
コ
ー
ス
散
策
）
〜
長

谷
〜
鎌
倉
〜
小
金
井

　

ク
ラ
ブ
会
員
（
無
料
）

　

非
会
員
（
５
０
０
円
）

■
募
集
人
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

12
月
10
日
㈪

　

午
前
９
時
よ
り
受
付
開
始
〜
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
年
齢
制
限

　

特
に
な
し

■
講　

師

　

池
澤　

美
恵
子
先
生

元
気
ワ
イ
ワ
イ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
（
３
月
ま
で
）

　

こ
れ
か
ら
入
会
さ
れ
る
方
の

会
費
は
割
引
と
な
り
ま
す
。
大

人
も
子
供
も
す
べ
て
１
か
月
当

た
り
５
０
０
円
で
す
。
そ
の
他

に
保
険
代
が
必
要
で
す
。
入
会

す
る
と
追
加
参
加
料
な
ど
は
不

要
で
、
す
べ
て
の
教
室
に
参
加

で
き
ま
す
。

■
一　

般

　

月
数
×
５
０
０
円

　

＋
保
険
代
１
，
８
５
０
円

■
シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）

　

月
数
×
５
０
０
円

　

＋
保
険
代
１
，
０
０
０
円

■
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
以
下
）

　

月
数
×
５
０
０
円

　

＋
保
険
代　

８
０
０
円

■
ジ
ュ
ニ
ア
（
高
校
生
）

ク
ラ
ブ
事
務
局

　

☎（
48
）５
４
０
１

（
事
務
員
は
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
在
室
し
て

い
ま
す
）

　

http://gyy-sports.a.la9.
jp/元

気
ワ
イ
ワ
イ

お
た
め
し
教
室（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

参
加
者
募
集

　

若
い
人
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、

フ
ラ
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
す
る
事
に
よ
っ
て
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
楽

し
い
明
日
が
見
え
る
か
も
？

　

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
南
河
内
で
は
お
た
め
し

教
室
第
３
弾
と
し
て
３
回
実
施

し
ま
す
。

　

好
評
な
ら
年
間
を
通
し
た
本

格
的
な
教
室
に
す
る
計
画
で
す
。

非
会
員
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
実
施
日

　

１
月
11
日
㈮
・
18
日
㈮
・
25

日
㈮
の
３
回

■
会　

場

　

南
河
内
東
公
民
館
（
下
野
市

本
吉
田
７
８
３
番
地
）

■
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
参
加
費

課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。
電
話

で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
内
）

　

〒
３
２
９
―
０
５
１
９　

下

野
市
大
松
山
１
―
７
―
１

　

（
52
）１
１
６
０

■
そ
の
他

　

参
加
者
は
必
ず
ゼ
ッ
ケ
ン
を

着
用
す
る
こ
と
。
寒
い
時
期
の

開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
温
ま

る
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
有
り
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
卓
球
部　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

夜
の
10
〜
11
時
に
お
願
い
し

ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
情
報

「
元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内

　

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

明
治
時
代
に
石
橋
地
区
で
は
馬
市
場
が
あ
っ
た
？　

○
か
×
か
？

問
2　

Shimotsuke
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シ
ニ
ア
向
け
災
害
用
伝
言
板

サ
ー
ビ
ス
及
び
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
体
験
教
室
の
ご
案
内

■
内　

容

①
災
害
時
に
役
立
つ
「
災
害
用

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」
の
操
作

　

１
人
１
台
の
「
ら
く
ら
く
ホ

ン
」
を
使
っ
て
利
用
イ
メ
ー
ジ

を
体
験
し
ま
す
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作

　

2
人
で
1
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
オ
プ
テ
ィ
マ
ス
パ
ッ
ト
）
を

操
作
し
な
が
ら
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
感
覚
で
体
験
し
ま
す
。

③
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の

講
話
等
。

■
講　

師

　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
栃
木
支
店

■
そ
の
他

　

携
帯
電
話
及
び
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
教
室
で
用
意
し
ま
す

青
少
年
育
成
講
座
を

開
催
し
ま
す

『
青
少
年
の
た
め
の
チ
ア
ダ
ン
ス

講
座
♪
〜
リ
ズ
ム
に
の
る
ぜ
〜
』

　

チ
ア
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
体

を
動
か
し
自
分
を
表
現
す
る
楽

し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
リ

ン
ク
栃
木
の
試
合
に
お
け
る
、

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｙ
の
活
躍
を
観
に
も

行
き
ま
す
！

■
日　

時

第
1
回　

1
月
19
日
㈯

「
チ
ア
ダ
ン
ス
・
オ
ー
プ
ン
・
ス

ク
ー
ル
①
」
午
前
10
時
〜
正
午

第
2
回　

1
月
20
日
㈰

「
チ
ア
ダ
ン
ス
・
オ
ー
プ
ン
・

ス
ク
ー
ル
②
」
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

第
3
回　

1
月
26
日
㈯

「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｙ
の
活
躍
を
観
よ

う
！
」
午
後
２
時
〜
６
時

■
場
所　

石
橋
公
民
館

　

※
第
3
回
は
館
外
学
習

■
講
師

　

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス

　

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｙ　

デ
ィ
レ
ク

タ
ー　

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ　

氏

■
対
象

　

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生

　

お
よ
び
30
歳
以
下
の
社
会
人

■
定
員　

20
名

■
受
講
料　

無
料
（
第
3
回
参

加
者
は
実
費
負
担
）

■
申
し
込
み
締
切
日

　

1
月
9
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

の
で
持
ち
込
み
は
不
要
で
す
。

■
対　

象

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
以
外
の
携
帯

電
話
を
ご
使
用
の
方
も
お
申
し

込
み
で
き
ま
す
。）

■
費　

用　

無
料

■
開
催
日
時

　

1
月
29
日
㈫

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

■
定　

員　

28
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
18
日
㈫
午
前
9
時
か
ら

お
電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。（
平
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

だ
が
し
や
縁
日

開
催
し
ま
し
た

　

去
る
11
月
10
日
㈯
に
し
も
つ

け
大
人
塾
24
第
９
回
「
だ
が
し

や
縁
日
」
を
道
の
駅
し
も
つ
け

に
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

松
田
教
授
の
挨
拶
の
後
、
全
員

で
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
は
じ
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
分
」
み

せ
を
披
露
し
ま
し
た
。
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
、
山
形
県
、

杉
並
区
、
日
光
市
か
ら
も
参
加

者
が
合
流
し
に
ぎ
や
か
に
楽
し

く
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で

し
た
。
し
も
つ
け
大
人
塾
で
は
、

だ
が
し
や
縁
日
の
参
加
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

平
成
25
年
下
野
市
成
人
式

　

輝
か
し
い
２
０
１
３
年
の
新

春
に
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え

ら
れ
ま
す
皆
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
成
人
と
な

る
皆
さ
ま
の
門
出
を
祝
福
す
べ

く
、
本
年
も
下
野
市
に
て
成
人

式
を
次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。

■
日　

時

　

１
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
受
付　

10
時
開
式

■
会　

場

　

国
分
寺
地
区
：
国
分
寺
公
民
館

　

石
橋
地
区
：
グ
リ
ム
の
館

　

南
河
内
地
区
：
南
河
内
公
民
館

■
対　

象

　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

〈
案
内
状
に
つ
い
て
〉

　

９
月
１
日
現
在
、
当
市
に
住

民
票
の
な
い
方
（
市
外
に
転
出

し
た
方
、
ま
た
は
そ
れ
以
降
に

転
入
し
た
方
）
で
、
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

 syo
ugaigakusyu@

city.shim
otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
☎（
40
）０
９
１
１

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】 

明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
、
石
橋
駅
西
側
周
辺
で
馬
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
か
ら
30
年
ご
ろ
ま
で
盛
況
を
き
わ
め
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
30
年
後
半
か
ら
は
馬
の
代
わ
り
に
牛
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、
昭
和
46
年
に
は
、
今
の
下
野
警
察
署
の
西
側
に
移
転
、
平
成
元
年
に
閉
場
し
ま
し
た
。
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生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座「
は
じ
め

て
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
」が
始
ま
り
ま
し
た

　

生
花
を
脱
色
し
て
か
ら
染
色

し
た
魔
法
の
花=

プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
、
か
わ

い
い
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま
し
ょ
う
と

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で
10

月
５
日
㈮
よ
り
「
は
じ
め
て
の

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
講

座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
２
回

が
11
月
２
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、

か
わ
い
ら
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
ア

レ
ン
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
12
月
７
日
㈮
の
第
３

回
で
最
終
回
と
な
り
、
お
正
月

ア
レ
ン
ジ
を
作
る
予
定
で
す
。

「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
２
０
１
２
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

今
年
も
、
市
民
の
熱
い
思
い

を
込
め
て
、
地
域
の
き
ず
な
を

さ
ら
に
深
め
よ
う
と
、
ま
た
利

用
登
録
団
体
と
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
者
が
日

頃
の
活
動
成
果
の
発
表
の
場
と

し
て
、
11
月
４
日
㈰
に
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

皆
様
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
５
回

子
ど
も
な
ん
で
も
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
11
日
㈰
に
緑
小
学
校
に

お
い
て
、
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
主
催
の
第
５
回
子
ど
も
な

ん
で
も
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
主
的
に
好
き
な
事
や
得
意

な
こ
と
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
問
わ

ず
発
表
す
る
事
で
自
分
に
自
信

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
内
小
学
校
児
童
12

組
29
名
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
成
果
や
得
意
な
こ
と
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ダ
ン
ス
・
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
・

手
品
・
体
操
・
和
装
と
礼
法
な

ど
内
容
は
様
々
で
し
た
が
、
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
姿
は
と
て
も
輝
い
て

い
ま
し
た
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

石
橋
高
校
（
開
校
当
時
は
旧
制
石
橋
中
学
校
。
今
の
石
橋
中
学
校
と
は
別
）
が
で
き
た
の
は
昭
和
23
年
で
あ
る
？

○
か
×
か
？

問
3　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体「
い
い
こ
み
」

交
流
会
の
お
知
ら
せ

　
「
い
い
こ
み
」
は
市
内
の
療

育
施
設
、
公
立
小
中
学
校
特
別

支
援
学
級
、
特
別
支
援
学
校
及

び
福
祉
作
業
所
等
に
通
う
子
ど

も
の
保
護
者
が
一
同
に
会
し
て

交
流
す
る
場
を
つ
く
る
活
動
団

体
で
す
。

　

左
記
の
と
お
り
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

■
日　

時

　

１
月
17
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会　

場

　

国
分
寺
公
民
館
２
階
和
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
障
害

児
を
お
持
ち
の
保
護
者

■
費　

用

　

お
茶
菓
子
代
１
０
０
円

■
内　

容

　

支
援
学
校
を
卒
業
し
、
社
会

人
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
先
輩
マ
マ
さ
ん
か
ら
、

日
々
の
生
活
の
様
子
や
将
来
に

向
け
て
の
家
族
の
思
い
な
ど
を
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
等
詳
細
は
「
Ｙ
ｏ
ｕ

が
お
ネ
ッ
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
下
野
市
社
会
教

育
指
導
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

社
会
教
育
指
導
員
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

相
談
窓
口

　

左
記
の
日
程
に
よ
り
、「
Ｙ

ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
に
つ
い
て
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
、
指
導
等

に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
12
月
の
相
談
日

　

６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

■
１
月
の
相
談
日

　

10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

　
（
す
べ
て
木
曜
日
）

■
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

 http//shim
otsuke.

genki365.net

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員
募
集
中

Ｙｏｕがおネット
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ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と

す
る
キ
リ
ス
ト
教
国
最
大
の
お
祭
り
で
す
。

11
月
に
入
る
と
、
ド
イ
ツ
人
は
様
々
な
飾

り
付
け
を
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
わ
び

て
い
ま
す
。
去
年
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
を
書
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
煙
出
し
人

形
と
小
人
に
関
係
す
る
習
慣
「
ヴ
ィ
ヒ
テ

ル
ン
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
四
週
間
前
の
日
曜
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
ツ
リ
ー
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
、ソ
ー

セ
ー
ジ
や
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
な
ど
様
々
な

物
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的

な
煙
出
し
人
形
で
す
。
ス
モ
ー
カ
ー
人
形

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
名
前
の
と
お
り
、

お
香
の
煙
を
口
か
ら
出
し
て
、
の
ん
び
り

と
し
た
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
使
い
方
は
意
外
と
簡
単
で
す
。
空
洞

に
な
っ
て
い
る
人
形
の
中
で
お
香
を
焚
く

だ
け
で
す
。
こ
の
煙
出
し
人
形
の
産
地
と

し
て
特
に
有
名
な
の
が
、エ
ル
ツ
地
方
で
す
。

ド
イ
ツ
東
部
、
ザ
ク
セ
ン
地
方
の
山
岳
地

帯
に
位
置
し
、
チ
ェ
コ
と
の
国
境
の
す
ぐ

近
く
で
す
。
ザ
イ
フ
ェ
ン
（Seiffen

）
は

お
も
ち
ゃ
産
業
の
中
心
地
で
す
が
、
人
口

約
２
，
７
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
住

民
の
大
半
が
お
も
ち
ゃ
に
関
わ
る
仕
事
を

精
と
、種
類
は
様
々
で
す
。
一
般
的
に
ヴ
ィ

ヒ
テ
ル
（W

ichtel

）
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
人
間
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

普
段
は
姿
を
現
さ
ず
、
た
ま
に
人
間
の
物

を
隠
し
た
り
、
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
に
置

い
た
り
、
夜
の
間
に
仕
事
を
や
っ
て
く
れ

て
い
た
り
す
る
、愛
嬌
の
あ
る
存
在
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
ン
と
い
う

習
慣
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
係
が
あ
り

ま
す
。

　

ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
ン
の
方
法
は
、状
況
に
よ
っ

て
変
わ
る
の
で
、
様
々
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
事
前
に
自
分
の
名
前

を
書
い
た
紙
を
箱
に
入
れ
、
く
じ
引
き
の

よ
う
に
し
て
一
人
ひ
と
り
紙
を
取
り
出
し

ま
す
。
自
分
の
取
っ
た
紙
に
書
い
て
あ
っ

た
名
前
の
人
の
た
め
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

買
っ
て
、
ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
ン
の
日
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
し
ま
す
。も
っ
と
大
人
数
で
ヴ
ィ

ヒ
テ
ル
ン
を
す
る
時
に
は
、
別
の
方
法
も

あ
り
ま
す
。
ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
ン
の
あ
る
日
に
、

参
加
者
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
一
つ
持
っ
て
い

き
ま
す
。プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
台
に
置
い
て
、

数
字
の
書
か
れ
た
紙
を
も
ら
い
ま
す
。パ
ー

テ
ィ
ー
の
時
に
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
数

字
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
ら
、
交
換
台
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
選
び
ま
す
。
こ
こ
で
注

意
が
一
つ
！
自
分
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
持
っ

て
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
他
の
人
が
ど

ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た

か
楽
し
み
で
し
ょ
う
？
あ
ま
り
実
用
的
で

な
い
物
を
も
ら
う
こ
と
も
結
構
あ
り
ま
す

が
、楽
し
め
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

み
な
さ
ん
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
開
く

と
き
、
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
煙
出
し

人
形
は
長
い
伝
統
が
あ
り
、
国
民
か
ら
と

て
も
愛
さ
れ
て
い
る
商
品
で
、
寒
く
て
暗

い
冬
の
季
節
に
家
の
中
を
良
い
雰
囲
気
に

し
て
く
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
グ
リ

ム
の
館
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
今
年

は
煙
出
し
人
形
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
可

愛
い
形
を
し
た
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
煙
出
し
人

形
で
す
。
中
に
入
れ
る
お
香
は
日
本
の
も

の
で
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
日
独
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
！
ぜ
ひ
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

変
わ
っ
た
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
ン
（W

ich
te
ln

）

　

ヴ
ィ
ヒ
テ
ル
ン
と
は
、ド
イ
ツ
語
で
「
小

人
」、「
妖
精
」
を
表
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
に

も
様
々
な
民
話
や
童
話
が
あ
り
（
グ
リ
ム

童
話
は
ご
存
知
で
す
よ
ね
？
）、
小
人
に
関

係
す
る
お
話
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
童

話
に
登
場
す
る
の
も
良
い
小
人
、
悪
い
小

人
、
人
々
の
目
の
前
に
姿
を
現
さ
な
い
妖

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 

ク
リ
ス
マ
ス
の
煙
出
し
人
形
と
小
人

国内・国際交流

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】 

大
正
14
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会

石
橋
駅
前

グ
ラ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
石
橋

駅
前
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
今

年
も
実
施
し
ま
す
。
約
１
，
０
０
０
個
の

グ
ラ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
石
橋
駅
前
を
彩
り

ま
す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

■
実
施
日
時

　

12
月
8
日
・
15
日
・
22
日　

土
曜
日

　

時
間
は
各
日
と
も
午
後
６
時
〜
９
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
生
活

安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

※
天
候
等
の
都
合
に

よ
り
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
事
前

に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
20



№ 研究題目 研究者名 学校名
<小学1年生>

1 うちのどろだんご 藤本　尚也 祇園小
2 白根山の自ぜんについて 齋藤　誠輝 国分寺東小
3 おはなのいろのかわりかた 荒川　雛乃 石橋小
4 みみずはふしぎ ※ 手呂内力駆 古山小
5 あさがおのつる大じっけん ※ 鈴木　知隼 古山小
6 とおくまでとべいかひこうき ※ 髙岩琥太郎 細谷小

<小学2年生>
1 だんごむしのひみつパート2 ※ 福田　彩乃 緑小
2 紙ひこうきをとばそう 熊田　智亮 祇園小
3 カブト虫大すき2 ※ 竹島　花音 祇園小

4 ぼくのすいかと
おじいちゃんのすいか 中澤　誠太 国分寺東小

5 二十日大こんは20日で食べられ
るのかな。 ※ 高橋　大空 薬師寺小

6 リモコン大じっけん 小島　悠暉 薬師寺小
<小学3年生>

1 いろいろな根のふしぎ 尾﨑　悠人 国分寺小
2 シャボン玉の研究 貫井　大弥 国分寺小
3 祇園しゅう辺のセミ　2012 ※ 岡川　恵子 祇園小
4 アブラゼミのうかのかんさつ 鈴木　春香 石橋小
5 車はなぜ止まるのか ※ 橋本　美嘉 古山小
6 女王アリのかんさつ ※ 齋藤　浩輝 古山小

<小学4年生>
1 指紋の研究 小嶋　優希 国分寺小
2 赤外線の実験 田内　利樹 石橋北小
3 紫外線の研究 ※ 菱川　結月 祇園小
4 トウモロコシの成長くらべ ※ 竹島明日香 祇園小
5 あまがえるの色の研究 ※※ 近藤　瑛爽 国分寺西小
6 砂と太陽 ※ 本田　愛 石橋小
7 塩の力で除草してみよう 添野　陽香 石橋小

№ 研究題目 研究者名 学校名
<小学5年生>

1 メダカの繁殖※ 福田　悠乃 緑小
2 結露とはいったい… ※ 和田　琉 緑小
3 ストローとんぼの研究 ※※ 熊田　順一 祇園小

4 花を染める研究 中澤　唯乃
益子　莉緒 古山小

5 酸性雨について 舘野沙也佳 薬師寺小
6 カラフル野菜を育てたい ※ 高橋　茉央 薬師寺小

<小学6年生>
1 ぼくの弁当大丈夫? ※ 大塚　諒 国分寺小
2 すずしい色って何色? 岡田直緒美 緑小

3 緑のカーテンで
涼しく暮らそう! ※ 桜井　愛菜 石橋北小

4 水から油を取り除くには? ※ 岡本　広夢 国分寺西小

5 シャボン玉の研究3
シャボン玉発生器で実験 ※※ 岸　大斗 石橋小

6 乾電池オリンピック!!
～乾電池ってどれが一番いいの？～ 小幡　敬 古山小

<中学1年生>
1 光の3原色で表す色について ※ 小林あかり 南河内第二中

2 見えない流れを見る
　PARTⅡ ※※ 和田　怜 南河内第二中

3 家の構造の基礎研究 森髙　文乃 南河内第二中
4 川の汚れを調べよう ※ 濵田　　崚 石橋中

5 部屋の空気を効果的に
入れ換える方法 ※ 倉井　陽彦 石橋中

6 UVカットパーカーで
日焼けは防げるか 上野　陽平 国分寺中

<中学2年生>
1 毛細管現象について ※ 長岡　里佳 南河内第二中
2 3本の矢は本当に強い? ※ 三宅　真央 南河内第二中
3 傘ラジオに挑戦　part 2 佐藤　翼 南河内第二中

4 紫外線の強さとその遮へい効果に
ついての研究 ※ 瀬嶋　叡智 南河内第二中

5 植物の生育について 丸笠　愛莉 国分寺中
6 表面張力の測定 ※※ 岡本　花梨 国分寺中

<中学3年生>

1 雑草を枯らすには
須藤　麻畝
髙山　梓
荻原　楓

南河内中

2 ゴムと物体の飛距離の
関係について ※ 福田　暁子 石橋中

3 管の中の水の流れについて ※ 栗原　杏実 国分寺中

　第7回下野市理科研究展覧会の審査会が、10月18日に石橋公民館で、各
校の理科担当の先生方を審査員として行われました。今年度は、各校の校内審
査を経て141作品の出品がありました。厳正な審査の結果、一覧のとおりの作
品が「優秀賞」に選ばれました。入賞された皆様、おめでとうございました。
　また｢優秀賞｣入賞作品は10月27日～10月28日に南河内体育センターで
行われた「しもつけ市民芸術文化祭2012」展示部門に展示されました。

平成24年度下野市理科研究展覧会「優秀賞」入賞作品一覧（敬称略）

■問い合わせ先　学校教育課　☎（５２）１１１８

展覧会の様子

作品の展示 審査会の様子
※…地区推薦：下都賀地区理科展に作品が出品されます。
※※…発表推薦：下都賀地区理科展にて研究発表を行います。

平平平平成成成成222444年年年年度度度度下下下下野野野野市市市市理理理理科科科科研研研研究究究究展展展展覧覧覧覧会会会会・審審審審査査査査結結結結果果果果ををををおおおお知知知知ららららせせせせししししまままますすすすす

　第7回下野
校の理科
査

平平平平

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
１
個
の
カ
ロ
リ
ー
は
ご
飯
何
杯
分
？
①
０
．
５
杯
②
１
杯
③
２
杯
〜
２
杯
半

問
4　

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
21



社
会
福
祉
施
設
、
児
童
福
祉
施
設

な
ど

⑤
そ
の
他　

工
芸
品
（
ワ
ラ
細
工
、

ふ
く
べ
細
工
な
ど
）
の
製
作
な
ど

Ｑ
： 

応
援
団
に
な
っ
て
、
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

Ａ
： 

認
定
証
と
Ｐ
Ｒ
資
材
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　
　

 　

皆
様
の
取
組
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

や
報
道
機
関
で
紹
介
し
ま

す
。

■
経　

費　

無
料

■
平
成
24
年
度
第
３
期
募
集

　

平
成
25
年
2
月
1
日
締
め
切
り

　
（
年
３
回
、
募
集
を
行
い
ま
す
）

■
認
定
期
間

　

辞
退
の
申
し
出
を
す
る
ま
で
継

続
し
ま
す
。

■
申
込
用
紙

　

農
政
課
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

事
務
局
（
農
政
課
）

　

☎（
48
）２
１
４
３

下
野
市
地
産
地
消
応
援
団

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
下
野
市
地
産
地
消
応
援
団
」と
は

　

下
野
市
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産

物
や
加
工
品
を
積
極
的
に
販
売
・

提
供
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
現
在
46
事
業
所
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も

応
援
団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
ひ
と
が
応
援
団
に
な
れ
る

の
？

　

下
野
市
産
農
畜
産
物
を
販
売
・

提
供
す
る
店
舗
や
給
食
を
提
供
し

た
り
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

所
や
個
人
の
方
で
す
。

①
店
舗
等
：
食
料
品
店
、
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
、
食
品
加
工
業
な
ど

②
地
産
地
消
関
連
団
体
：
農
産
物

直
売
所
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、
干

瓢
商
店
な
ど

③
一
般
事
業
所　

企
業
、
学
校
、

公
共
施
設
、
観
光
施
設
な
ど

④
医
療
・
福
祉
施
設
等　

病
院
、

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た

　

10
月
13
日
㈯
に
石
橋
南
部
環
境
保
全

会
が
中
大
領
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

21
日
㈰
に
は
柴
地
区
環
境
保
全
会
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
で
、

笹
原
地
域
環
境
保
全
会
は
地
区
の
休
耕

田
で
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
良
く
晴
れ
た
日
に
、
地
域
の
住

民
が
大
勢
集
ま
り
、
コ
ス
モ
ス
を
観
賞

し
た
り
、
模
擬
店
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民

た
ち
と
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

た
の
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

☎（
48
）２
１
４
３

地産地消だより／農地・水保全管理活動組織の活動瓦版

地産地消だより　下野市地産地消推進協議会

農地・水保全管理活動組織の活動瓦版

石橋南部コスモスまつり

柴地区コスモスまつり 笹原地区コスモスまつり

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】 

３
０
０
〜
４
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
２
杯
〜
２
杯
半
。
バ
タ
ー
、
卵
、
生
ク
リ
ー
ム
、
砂
糖
な
ど
で
作
ら
れ
て
お
り
、

糖
質
・
脂
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
22



　

平
成
25
・
26
年
度
に
下
野
市
が
行
う
競

争
入
札
（
見
積
）
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

方
は
、
次
の
事
項
を
確
認
の
う
え
、
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
請
後
、
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
事

業
者
を
業
者
選
定
の
対
象
と
し
ま
す
が
、

指
名
や
契
約
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

入
札
参
加
資
格
申
請
に
つ
い
て

■
受
付
業
種

①
建
設
工
事
（
建
設
業
法
第
2
条
第
1
項

に
該
当
す
る
工
事 

28
業
種
及
び
下
水
道

推
進
工
法
・
下
水
道
管
更
正
工
事
）

②
業
務
委
託
（
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）

③
業
務
委
託
（
役
務
）
※
測
量
及
び
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
以
外
の
委
託
業
務
の

入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、「
役

務
」
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
例
）
環

境
調
査
業
務
・
基
本
計
画
等
策
定
業
務
・

草
刈
等
業
務

④
物
品

■
申
請
方
法

　

郵
送
（
郵
便
書
留
：
消
印
有
効
）、
市

内
業
者
は
持
参
可
（
国
分
寺
公
民
館 

１

階 

小
会
議
室
）

■
申
請
期
間
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

・
建
設
工
事
、
業
務
委
託
（
コ
ン
サ
ル
タ

入
札
等
に
参
加
す
る
に
は
登
録
が
必
要
で
す

業
者
登
録
受
付
の
ご
案
内

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度

　

小
規
模
契
約
の
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
内
容
が
軽
易
で
、
か
つ
、
履
行
の
確

保
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
次
の
も

の
と
な
り
ま
す
。

①
建
設
工
事
・
修
繕
工
事
に
お
い
て
、
１

件
の
契
約
金
額
が
１
３
０
万
円
以
下
の
も

の②
業
務
委
託
等
の
請
負
及
び
役
務
の
提
供

等
の
契
約
で
、
１
件
の
契
約
金
額
が
50
万

円
以
下
の
も
の

③
建
設
資
材
及
び
物
品
等
の
納
入
で
、
１

件
の
契
約
金
額
が
80
万
円
以
下
の
も
の

■
登
録
で
き
る
方

　

下
野
市
に
主
た
る
事
業
所
（
本
社
・
支

店
）
及
び
住
所
（
住
所
登
録
）
を
有
す
る

方
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

　

⑴
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人　

⑵

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
方　

⑶
下

野
市
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方　

⑷
希
望
す
る
業
種
に
必
要
な

資
格
、
免
許
等
を
有
し
な
い
方　

⑸
市
税

を
納
め
て
い
な
い
方

■
登
録
で
き
る
業
種

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
管
財
課
）
を
ご
覧
に

な
る
か
、
管
財
課
（
☎
（
40
）
５
５
５
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

　

管
財
課
（
国
分
寺
公
民
館
1
階　

小
会

議
室
）
ま
で
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

　

平
成
25
年
1
月
15
日
㈫
か
ら
2
月
8
日

ン
ト
）

　

平
成
25
年
1
月
15
日
㈫
か
ら
1
月
25
日

㈮
ま
で

・
業
務
委
託
（
役
務
）、
物
品

　

平
成
25
年
1
月
28
日
㈪
か
ら
2
月
8
日

㈮
ま
で

■
資
格
要
件

　

資
格
要
件
・
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、

「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書 

記
載
要

領
」
の
と
お
り

■
提
出
書
類

　

申
請
書
様
式
は
、下
野
市
指
定
様
式（
指

定
様
式
以
外
不
可
）

※
記
載
要
領
及
び
様
式
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
管
財
課
窓
口
に

お
い
て
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
と
は

　

下
野
市
が
実
施
す
る
競
争
入
札
に
参
加

す
る
際
に
必
要
と
な
る
資
格
で
、
あ
ら
か

じ
め
入
札
参
加
資
格
審
査
を
う
け
、
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
随
意
契
約
に
よ
る
場

合
も
競
争
入
札
の
例
に
準
じ
て
取
扱
う
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

㈮
ま
で

■
提
出
書
類

・
下
野
市
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
申
請

書・
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
資

格
・
免
許
等
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
れ
ら

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

・
市
税
納
税
証
明
書
（
全
税
目
の
納
期
限

到
来
分
ま
で
の
納
税
証
明
書
）

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度
と
は

　

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
及
び
申

請
書
作
成
事
務
の
軽
減
を
目
的
に
、
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
と
は
別
の
簡
単
な

申
請
書
（
付
属
書
類
を
含
む
）
を
提
出
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
少
額
（
小
規
模
）

な
範
囲
内
に
お
い
て
、「
建
設
工
事
や
修

繕
工
事
」・「
建
設
資
材
及
び
物
品
等
の
納

入
」・「
役
務
の
提
供
等
」
を
登
録
さ
れ
た

事
業
者
の
方
と
契
約
す
る
制
度
で
す
。

※
入
札
に
参
加
す
る
場
合
に
は
、
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

共
通
事
項

■
提
出
先

　

下
野
市
役
所　

総
務
部
管
財
課

■
持
参
の
場
合
の
受
付
時
間（
市
内
業
者
） 

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
（
正
午

か
ら
午
後
1
時
ま
で
を
除
く
）

■
有
効
期
限　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

管
財
課　

☎（
40
）５
５
５
３

業者登録受付のご案内

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

普
通
の
油
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
方
が
カ
ロ
リ
ー
が
低
い
の
で
た
く
さ
ん
使
っ
て
も
良
い
。

○
か
×
か
？

問
5　
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去
る
、
10
月
28
日
㈰
宮
城
県

亘
理
町
の
仮
設
住
宅
地
に
お
い

て
「
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
に
は
、
柴
に
在
住

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
杉
山　

忠
氏
と
ご
家
族

の
ご
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
、
司
会
は
花
ま
つ
り
で
お

馴
染
み
の
橋
本
久
夫
氏
・
出
口

忠
氏
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

来
場
者
か
ら
「
あ
り
が
と
う

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
そ
し
て

『
新
米
』
ま
で
、
今
日
さ
っ
そ

く
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

だ
い
た
１
，
３
５
０
㎏
の
「
下

野
市
の
お
い
し
い
新
米
」
で
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
１

㎏
、
出
場
者
に
は
10
㎏
、
合
格

者
に
は
30
㎏
、
優
勝
者
に
は
１

俵
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
演
前
に
は
金
兵
衛

寿
司
か
ら
、
出
場
者
と
亘
理
町

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
お
寿

司
を
提
供
し
、「
久
し
ぶ
り
だ
、

う
ま
い
」
と
舌
鼓
を
打
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

応
援
団
事
業
は
、
ご
賛
同
い

た
だ
い
た
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
ご
寄
付
に
よ
り
な
り
た
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

下
野
市
亘
理
町
応
援
団

　

事
務
局　

社
会
福
祉
協
議
会

何
度
も
お
礼
を
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
雨
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
名
を

超
え
る
来
場
者
を
迎
え
、
出
場

者
26
名
の
熱
唱
と
お
二
人
の
名

司
会
で
会
場
は
盛
り
あ
が
り
、

最
後
に
全
員
で
は
合
唱
し
た
復

興
支
援
曲
「
花
は
咲
く
」
は
心

に
残
る
歌
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
俺
も
、
わ
た

し
も
歌
い
た
か
っ
た
。
ま
た
実

施
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
商
品
は
、
市
の

農
業
委
員
・
農
業
士
・
認
定
農

業
者
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た

防　災

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課（
庁
舎
） 

☎（
40
）５
５
５
９

　

児
童
福
祉
課（
保
育
園
） 

☎（
52
）１
１
１
４

　

学
校
教
育
課（
学
校
） 

☎（
52
）１
１
１
８

■測定期間　11月１日（木）～11月15日（木） 単位：μSv／時

測定場所 最小値～最大値 測定場所 最小値～最大値

庁
舎

国分寺庁舎 0.6 ～ 0.08

小
学
校

薬師寺小 （月） 0.08

南河内庁舎 0.05 ～ 0.08 吉田東小 （火） 0.10 ～ 0.11

石橋庁舎 0.09 ～ 0.11 吉田西小 （水） 0.09 ～ 0.10

保
育
園

グリム （月） 0.10 ～ 0.11 緑小 （木） 0.08 ～ 0.09

薬師寺 （火） 0.08 ～ 0.09 祇園小 （金） 0.07 ～ 0.08

吉田 （水） 0.10 ～ 0.11 石橋小 （月） 0.08

しば （木） 0.07 ～ 0.08 古山小 （火） 0.10

こがねい （金） 0.06 ～ 0.07 石橋北小 （水） 0.10

中
学
校

南河内中 （木） 0.07 ～ 0.08 細谷小 （金） 0.10

南河内第二中 （金） 0.06 国分寺小 （月） 0.07

石橋中 （木） 0.08 ～ 0.10 国分寺西小 （火） 0.09 ～ 0.11

国分寺中 （月） 0.07 ～ 0.08 国分寺東小 （水） 0.09 ～ 0.10

■保育園、学校は曜日により測定場所が異なります。
　庁舎・保育園・小学校は地上50cm地点。中学校は地上1ｍ地点で測定。
■参考　県（保健環境センター（宇都宮市）の地上20ｍ地点）の11月15日(木)の測定結果0.05μSv／時

放
射
線
量
測
定
検
査
結
果

 

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

 
http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp
亘
理
町
応
援
団
活
動
報
告

の
ど
自
慢
大
会
で
復
興
支
援

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】 

普
通
の
油
も
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
も
同
じ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
摂
り
過
ぎ
は
体
重
増
加
等
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
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■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
12月8日㈯
　時間　午後２時～３時
　場所　南河内公民館
　 ●冬のお楽しみ会
　　パネルシアター＆ブラックシアター
　　☆サンタさんもやってくる！
12月22日㈯
　①午後２時～（幼児向け）
　絵本 「こねこのクリスマス」
  「子ぐものいのり」
　紙しばい「おおみそかのおきゃくさま」
　②午後３時～（低学年向け）
　絵本 「わたしクリスマスツリー」
  「おしょうがつさんどんどこどん」
　紙しばい「としがみさまとおしょうがつ」

図書館からのお知らせ
　市内３図書館では12月25日㈫から年末にかけ
て、図書館システムの更新（コンピュータの入
れ替え）のため、全館休館となります。ご迷惑
をおかけいたしますが、ご協力をお願いいたし
ます。この間返却につきましては、ブックポス
トに返却をお願いいたします。

ＱＲコード

石橋図書館
☎52-1136
国分寺図書館
☎44-3399
南河内図書館
☎48-2395

利用案内
■12月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
　  石橋図書館休館日

　  国分寺
 南河内図書館休館日

　
  システム入れ替えのため
全館休館

■開館時間
　午前９時30分～午後６時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
　 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　http://www.library.
　 shimotsuke.tochigi.jp/i/

図書館 購入図書のご案内
（一部）

＜一般書＞
火口のふたり（石） ････････････････････白石一文
おしかくさま（石） ･････････････････････谷川直子
ウエストウイング（石） ････････････････津村紀久子
千年鈴虫（国） ･･･････････････････････谷村志穂
本のおかわりもう一冊
　（桜庭一樹読書日記）（国） ･･･････････桜庭一樹
山中伸弥先生に、人生とｉＰＳ細胞について
　聞いてみた（国） ･･･････････････････山中伸弥
手書きで和モダン筆文字のハッピーカード（南）
･･･････････････････････････････さとだてゆめこ
シルバー川柳（南）
新島八重その生涯（南） ･･･････････････不破俊輔
＜児童書＞
くろくまレストランのひみつ（石） ････････ 小手鞠るい
かいじゅうのさがしもの（石） ････････････富安陽子
はんちゃんがめをさましたら（石） ･････････酒井駒子
魔女のステキな冬じたく（国） ･･････あんびるやすこ
シニガミさん2（国） ････････････････････宮西達也
としょかんねずみ2 ひみつのともだち（国）
･･････････････････････････････ダニエル・カーク
ヤング・シャーロック・ホームズ１（南）
････････････････････････････アンドリュー・レーン
地球パラダイス（南） ･･････････････････工藤直子
おもちゃびじゅつかんのクリスマス（南）
･･････････････････････････ デイヴィッド・ルーカス

石橋図書館
■読書会　２階研修室
12月12日（第２水曜日）　午前10時～正午
　 原田　マハ　著「本日はお日柄も良く」を読
んでご参加ください
■おはなし会　１階おはなしコーナー
12月1日（第１土曜日）　午後２時～
　 クリスマスツリーかざり。参加者（30名）に
ミニリースをプレゼントします。
　絵本 「くんちゃんのだいりょこう」
  「おまかせクッキー」
12月15日（第３土曜日）　午後２時～
　絵本「ぶたたぬききつねねこ」
　 クリスマスお楽しみ会。サンタさんからプレ
ゼントがもらえます

■親子ふれあい映画会　２階視聴覚室
12月8日（第２土曜日）　午後２時～
　 雑誌の付録などを皆様にくじ引きで提供いた
します。９時30分より、５冊以上貸し出しの
方（無くなり次第終了）
12月22日（第４土曜日）　午後２時～
　 バルーンアートの実演。事前に整理券を配付
します。先着30名様となります。
　クリスマス映画会。午後２時30分から

国分寺図書館
■読書会　2階視聴覚室
12月15日（第３土曜日）　午前10時～正午
　増田みず子著『風道』を読んでご参加ください。
■読み聞かせボランティア講座のご案内
　 「絵本読み聞かせクリニック」講師
　 アトリエびっき、ＮＰＯ法人表現遊び開発教
育研究所マム、佐野短大社会福祉学科児童文
化講師　加藤　美智子氏
　1月15日（火）
　子どもと読み聞かせについて
　1月22日（火）
　読み聞かせの仕方と絵本の選び方
　1月29日（火）
　読み聞かせの実習
　※ それぞれの講座には「エコ工作」を加え、

化学の本の面白さを紹介します。
　時間　午前10時～ 11時30分
　場所　2階視聴覚室

南河内図書館
■読書会
12月8日㈯　午前10時～正午
　 湯本　香樹実　著「西日の町」を読んでご参
加ください。

Library Inform
ation
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詳しくは 33 ページ ➡

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ム
の
森

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

1
石
橋
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
栃
木

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
、
東
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
）
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
時　

間　

12
月
25
日
㈫

午
後
4
時
開
演

午
後
3
時
30
分
開
場

■
演
奏
曲
目

ク
リ
ス
マ
ス
・
メ
ド
レ
ー
、
き

よ
し
こ
の
夜　

他

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

グ
リ
ム
DE
合
コ
ン

グ
リ
コ
ン
２
０
１
２
in
グ
リ
ム
の
森

夢
・
希
望
・
感
動
を
も
た
ら
す
第

4
回
グ
リ
ム
の
森
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
会
場
で「
グ
リ
コ
ン
２
０
１
２

in
グ
リ
ム
の
森
」
を
開
催
。
素
敵

な
出
会
い
を
あ
な
た
に
。

■
日　

時　

12
月
22
日
㈯

午
後
５
時
〜
７
時

■
会　

場

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

■
参
加
条
件

年
齢
20
歳
か
ら
お
お
む
ね
40
歳

ま
で
の
独
身
の
男
女
各
50
名

■
主
な
内
容　

自
己
紹
介
タ
イ
ム
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
会
場
で
の
フ

リ
ー
タ
イ
ム
。
軽
食
付
き
。

■
参
加
費

１
人
１
，０
０
０
円
（
軽
食
・

会
場
費
）。
※
当
日
受
付
で
徴
収

■
主　

催

下
野
市
ウ
イ
ン
タ
ー
活
性
化
推
進

協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）1
1
8
0

（
52
）1
1
8
1

※ 

市
内
各
公
民
館
に
あ
る
用
紙
に

住
所
・
電
話
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

を
記
入
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

見逃せない !  今月特に注目情報５つ !

5

4

3

2

1

詳しくはすぐ下 ➡

お知らせ
「食のオープンスクール」
レシピ集を
作成しました

募　集
臨時保育士を募集

募　集
「道の駅しもつけ」
農産物直売施設
出荷者の募集について

募　集
ふれあい館
水泳教室開催中

イベント
グリムの森
クリスマスコンサート
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Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
27

くらしの情報

第
４
回

い
し
ば
し
軽
ト
ラ
市
開
催

石
橋
商
工
会
は
12
月
も
「
い
し

ば
し
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

石
橋
駅
前
国
道
４
号
線
西
側
か

ら
下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
間
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
、軽
ト
ラ
ッ
ク
・

テ
ン
ト
に
地
元
の
野
菜
、
手
作
り

和
洋
菓
子
、
パ
ン
、
衣
料
品
、
雑

貨
な
ど
が
並
び
ま
す
。

石
橋
商
店
連
合
会
の
歳
末
福
引

セ
ー
ル
も
同
時
実
施
し
ま
す
の
で

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

12
月
16
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

■
場　

所

石
橋
駅
前
国
道
四
号
線
西
側
〜

下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
間
の
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル（
車
輛
通
行
止
め
）

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
商
工
会
☎（
53
）０
４
６
３

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ
れ
あ

い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
日

■
場　

所

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

■
開
催
日
時

12
月
16
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
規　

模

手
持
ち
出
店
の
み

■
受
付
期
間

12
月
3
日
㈪
〜
13
日
㈭

■
受
付
方
法

メ
ー
ル
か
電
話
で
出
店
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
、

フ
リ
ガ
ナ
、
ご
住
所
、
自
宅
電
話

番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、「
12
月
16
日
フ
リ
マ
参
加
希

望
」
と
明
記
し
て
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

　

hureai@
city.shim

otsuke.
lg.jp■

参
加
費

５
０
０
円
（
１
団
体
若
し
く
は

個
人
で
２
区
画
ま
で
）

（
１
区
画
：
約
１
７
０
㎝
×
２
９
０
㎝
）

※ 

注
意
事
項
・
雨
天
中
止
と
な
り

ま
す
。
中
止
の
決
定
は
、
午
前

８
時
30
分
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）1
1
2
6

〒
3
2
3
-0
1
0
1

下
野
市
三
王
山
６
９
８
番
地
５

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

冬
休
み
企
画
〜
そ
の
１
〜

オ
ー
ブ
ン
粘
土
＆
プ
ラ
板

工
作

今
年
の
夏
盛
況
で
し
た
オ
ー
ブ

ン
粘
土
・
プ
ラ
板
工
作
を
再
度
開

催
し
ま
す
！　

お
な
じ
み
蓮
華
文

鬼
瓦
や
勾
玉
・
埴
輪
な
ど
古
代
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
あ
な
た
だ
け
の

作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

12
月
8
日
㈯
〜
1
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で
受
付

■
所
要
時
間　

約
2
時
間

■
参
加
費

オ
ー
ブ
ン
粘
土
・
プ
ラ
板

各
1
0
0
円

■
申
し
込
み　

不
要

■
場　

所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館　

☎（
47
）3
1
2
1

○
休
館
日

月
曜
日
・
第
3
火
曜
日
・
年
末

年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

冬
休
み
企
画
〜
そ
の
２
〜

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
作
る

下
野
薬
師
寺
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
状

下
野
薬
師
寺
跡
よ
り
出
土
し
た

瓦
や
風
鐸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
消

し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
作
っ
た
ハ
ン
コ
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
年
賀
状
を
出
し
ま
し
ょ
う
！

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

12
月
15
日
㈯

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
〜

②
午
後
の
部
：
午
後
1
時
30
分
〜

■
所
要
時
間　

約
2
時
間

■
定　

員　

午
前
・
午
後
の
部

各
10
名

■
対　

象　

小
学
3
年
生
以
上

■
参
加
費　

1
5
0
円

■
申
し
込
み
方
法

電
話
で
先
着
順
に
受
付
け
ま
す

■
場　

所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館　

☎（
47
）3
1
2
1

○
休
館
日

月
曜
日
・
第
3
火
曜
日
・
年
末

年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職



Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
28

くらしの情報

お
知
ら
せ

2
「
食
の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
」レ
シ
ピ
集

を
作
成
し
ま
し
た

市
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら

１
年
間
24
回
に
渡
り
道
の
駅
し
も

つ
け
の
体
験
学
習
室
を
会
場
に
、

地
元
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

教
室「
食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
料
理
教
室
で
紹
介
し
た

レ
シ
ピ
を
全
て
掲
載
し
た
「
食
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
レ
シ
ピ
集
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
か
ん
ぴ
ょ
う

を
使
っ
た
料
理
を
は
じ
め
、
市
内

の
食
材
を
使
っ
た
和
洋
中
か
ら
ス

イ
ー
ツ
ま
で
、
ま
た
お
子
さ
ま
で

も
挑
戦
で
き
る
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
道
の
駅

事
務
室
及
び
商
工
観
光
課
（
南
河

内
図
書
館
２
階
）
で
配
付
し
て
い

ま
す
。

（
１
人
１
部
で
、郵
送

は
不
可
）

ま
た
、
レ
シ
ピ
集

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

「
し
ば
焼
き
」の
中
止
に

つ
い
て

今
年
度
の
「
し
ば
焼
き
」（
植
物

防
疫
を
目
的
と
す
る
あ
ぜ
道
等
枯

れ
草
の
焼
却
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
同
様
県
か
ら
の
自
粛
要
請

及
び
近
隣
市
町
の
自
粛
状
況
を
踏

ま
え
中
止
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

急
速
充
電
施
設
の
使
用
の

有
料
化
に
つ
い
て

道
の
駅
し
も
つ
け
に
設
置
さ
れ

て
い
る
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電

施
設
の
使
用
は
、
平
成
25
年
１
月

よ
り
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
使
用
料

　

１
回
30
分　

５
０
０
円

■
使
用
方
法

利
用
者
は
、
道
の
駅
し
も
つ
け

の
事
務
所
に
申
し
出
て
料
金
納
入

後
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

道
の
駅
し
も
つ
け

☎（
38
）6
6
3
1

商
工
観
光
課

☎（
48
）2
1
1
2

宇
都
宮
都
市
計
画
下
水
道

の
変
更（
案
）を
縦
覧

市
で
は
都
市
計
画
法
第
21
条
第

２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

17
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

宇
都
宮
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

（
案
）の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
同
期
間
中
に
変
更（
案
）

に
係
る
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

12
月
７
日
㈮
〜
21
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
）

■
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
場
所

下
水
道
課
・
都
市
計
画
課

（
下
野
市
薬
師
寺
1
9
4
9
）

■
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
☎（
48
）２
１
２
３

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧
に
つ
い
て

栃
木
県
に
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
、
次

の
と
お
り
あ
り
ま
し
た
。
店
舗
所

在
地
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
届

出
の
内
容
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
、
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
内
に
県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
店
舗
名
称
及
び
所
在
地

ワ
ン
ダ
ー
グ
ー
下
野
店

下
野
市
下
古
山

■
変
更
内
容

代
表
取
締
役
の
変
更

■
縦
覧
期
間

平
成
25
年
２
月
18
日
㈪
ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
縦
覧
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

☎（
48
）2
1
1
2

労
働
災
害
防
止
へ
一
人
一
人
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

栃
木
県
内
の
労
働
災
害
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
、「
転
ん
で

の
け
が
」、「
機
械
等
へ
の
挟
ま
れ
、

巻
き
込
ま
れ
災
害
」、「
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
や
建
築
現
場
の
高
所
等
か
ら

の
墜
落
、
転
落
災
害
」
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
作
業
内
容
に
応

じ
た
労
働
災
害
防
止
措
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
1
1
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確
定
申
告
用
の『
障
が
い
者

控
除
対
象
者
認
定
書
』『
お

む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
証
明
書
』の
お
知
ら
せ

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方

で
、
申
請
に
よ
り
障
が
い
者
に
準

ず
る
者
と
し
て
認
定
を
さ
れ
た
方

に
は
「
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
が
交
付
さ
れ
、
確
定
申
告

時
に
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

○ 

要
介
護
認
定
者
で
65
歳
以
上
の

方
○ 

認
知
症
ま
た
は
身
体
の
障
が
い

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来

た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意

思
疎
通
の
困
難
さ
が
見
ら
れ
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方

○ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症

認
定
書
を
所
持
し
て
い
な
い
方

お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控

除
証
明
書

確
定
申
告
時
に
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年

目
以
降
で
要
介
護
（
要
支
援
）
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
わ
る
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
の

交
付
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○ 
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る

こ
と
。

○ 

市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
要

介
護
（
要
支
援
）
の
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
。

○
寝
た
き
り
状
態
等
に
あ
る
こ
と
。

○ 

治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

齢
福
祉
課　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

（
き
ら
ら
館
内
）へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
交
付
に
は
数
日
間
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
５

国
民
健
康
保
険 

人
間
ド
ッ

ク
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク
申
し
込
み
は
、
12
月
28
日

㈮
が
締
め
切
り
で
す
。

受
診
は
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

ま
で
可
能
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
12
月
29
日
㈯
以
降
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
の
補
助
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
へ

『
負
担
限
度
額
認
定
申
請
』

の
お
知
ら
せ

世
帯
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

り
本
人
の
市
民
税
も
非
課
税
の
方

は
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

申
請
に
よ
り
、利
用
料
（
居
住
費
・

食
費
）
の
自
己
負
担
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
老
人

福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
も
呼
び
ま
す
）・
介
護
老
人

保
健
施
設（
老
人
保
健
施
設
）・
介

護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床

等
）
へ
の
入
所
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
で
す
。

申
請
の
月
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
５

普
通
救
命（
定
期
）講
習
会

■
日　

時　

12
月
15
日
㈯

午
前
9
時
〜
正
午

■
場　

所

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
3
階
大
会
議
室

■
内　

容

①
心
肺
蘇
生
法
実
技

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

③
止
血
法
等

■
定　

員　

30
名
（
参
加
無
料
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
消
防
本
部　

防
課
救
助
係

☎（
53
）6
1
6
7

本
当
に
必
要
で
す
か

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

平
成
23
年
度
に
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
は
、３
，２
２
９
人
で
こ

の
う
ち
、
軽
症
者
（
入
院
を
必
要

と
し
な
い
）
が
全
他
の
４
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
緊
急
性
が
あ
り
本
当
に
救
急
車

を
必
要
と
す
る
人
へ
の
適
切
な
救

命
処
置
等
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
救
急
性
が
あ
り
命
に

か
か
わ
る
よ
う
な
け
が
や
急
病
の

人
を
一
刻
も
早
く
病
院
に
搬
送
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
利
用
す
る

も
の
で
す
。

こ
ん
な
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、
た

め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番
を

・
意
識
が
な
い
ま
た
は
お
か
し
い

・
け
い
れ
ん　

・
大
量
の
出
血
を

伴
う
外
傷　

・
広
範
囲
の
や
け
ど

・
冷
や
汗
を
伴
う
強
い
吐
き
気

・
食
べ
物
を
の
ど
に
つ
ま
ら
せ
呼

吸
が
苦
し
い　

・
交
通
事
故
に
あ

っ
た　

・
突
然
の
激
し
い
頭
痛

・
胸
痛　

・
腹
痛　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎（
53
）０
５
０
９
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石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
に
つ
い
て

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
都
道

府
県
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監

督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
ご
案
内
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://www.mhlw.go.jp/new-info/
kobetu/roudou/gyousei/rousai/120406-1.html

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
1
8

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

援
護
制
度
の
ご
案
内

育
成
資
金
貸
付
制
度
（
無
利
子
）

■
対
象
者

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
事
故
に
遭
わ
れ
て
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
が
い
を

残
す
こ
と
に
な
っ
た
ご
家
族
の
中

学
生
以
下
の
お
子
様
。

■
貸
付
金

・
一
時
金 

１
５
５
，０
０
０
円

・
月　

額 

２
０
，０
０
０
円

・
入
学
時
支
度
金４

４
，０
０
０
円

■
返
還
方
法

卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等
払
い
。

な
お
、
進
学
し
た
場
合
は
在
学
期

間
中
返
還
猶
予
さ
れ
ま
す
。

重
度
障
害
者
介
護
料
支
給

■
対
象
者

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
事
故
に

よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器

損
傷
、
後
遺
障
害
の
程
度
が
次
に

該
当
す
る
方

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
８
，５
７
０
円
〜

　

１
３
６
，８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
９
，２
９
０
円
〜

　

５
４
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策

機
構
栃
木
支
所

☎
0
2
8（
6
2
2
）9
0
0
1

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。調

査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
平
成
24
年
12
月
31

日
で
す
。

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

戦
後
、
引
揚
時
に
税
関
等

に
預
け
ら
れ
た
証
券
等
の

返
還
に
つ
い
て

税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、

現
地
の
在
外
公
館
や
、
上
陸
時
に

税
関
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
お
り
ま

す
。預

け
ら
れ
た
本
人
は
も
と
よ
り
、

ご
家
族
の
方
で
も
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

横
浜
税
関
業
務
部税

関
相
談
官
室

☎
0
4
5（
2
1
2
）6
0
0
0

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

「
い
き
い
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

海
産
物
調
理
や
つ
ぼ
焼
き
い
も

な
ど
特
産
品
を
活
か
し
た
体
験
を

し
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日　

時

２
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰

１
泊
２
日

■
場　

所

　

栃
木
県
立
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

■
内　

容

海
産
物
調
理（
干
物
、マ
リ
ネ
な

ど
）、塩
づ
く
り
、つ
ぼ
焼
き
い
も
、

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム（
交
流
活
動
）

■
募
集
人
員
及
び
参
加
対
象

約
50
名

（
栃
木
県
民
大
人
の
方
の
み
）

■
参
加
費

６
，０
０
０
円

施
設
使
用
料
、
食
事
料
、
保
険

料
、
活
動
費
な
ど

次
の
選
択
活
動
を
選
ん
だ
場
合

は
別
途
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
グ
ラ
ス
作
り

３
０
０
円
、
貝
の
根
付
け
４
０
０

円
）

■
申
し
込
み
方
法

は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
記
載

事
項
…
事
業
名
「
い
き
い
き
チ
ャ

レ
ン
ジ
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
代
表
者
及
び
全
参
加
者

希
望
者
の
氏
名
・
年
齢
（
性
別
）

■
締
め
切
り

１
月
７
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

〒
3
1
1

1
4
1
2

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
-２

☎
0
2
9
1（
37
）4
0
0
4

0
2
9
1（
37
）4
0
0
8

くらしの情報
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中
小
企
業
季
節
資
金

（
年
末
資
金
）

融
資
利
用
の
お
知
ら
せ

本
年
度
も
、
中
小
企
業
の
皆
様

に
冬
季
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
融
資
対
象
者

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
及
び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

■
資
金
の
使
い
み
ち

商
品
の
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の

支
払
い
等
の
季
節
的
な
運
転
資
金

■
融
資
条
件

・
融
資
額　

　

企
業　

１
千
万
円
以
内

　

団
体　

１
億
円
以
内

・
融
資
利
率　

年
2
．0
％
以
内

（
保
証
付
責
任
共
有
制
度
対
象

外
の
場
合
は
1
．5
％
以
内
、
保

証
付
責
任
共
有
制
度
対
象
の
場
合

は
1
．7
％
以
内
）

■
融
資
期
間

平
成
25
年
3
月
29
日
㈮
ま
で

■
融
資
の
申
し
込
み
先

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
及
び
信
用
組
合
の
県
内

営
業
店

■
申
込
期
間

12
月
28
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

栃
木
県
経
営
支
援
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
1
8
0

11
月
は
「
労
働
時
間
適
正

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間

で
す

栃
木
労
働
局
で
は
、
長
時
間
労

働
の
抑
制
等
の
労
働
時
間
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
11
月
を
「
労
働

時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月

間
と
し
、
賃
金
不
払
残
業
の
撲
滅

等
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
時
間
労
働
や
賃
金
不
払
残
業

（
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
残
業
）に
関

し
て
は
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は
最

寄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局

☎
0
2
8（
６
３
４
）９
１
１
５

栃
木
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
2
8
2（
24
）7
7
6
6

募　

集

集
ま
れ
！！　

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

〜
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
提
供
会
員
の
募
集
〜

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」
と
援
助

を
行
う
「
提
供
会
員
」
に
よ
る
、

子
育
て
を
支
え
あ
う
会
員
組
織
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
募
集
を

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

依
頼
会
員
…
下
野
市
に
在
住
又

は
在
勤
で
、
生
後
６
か
月
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
方

・
提
供
会
員
…
下
野
市
内
に
在
住

し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
積
極
的

に
援
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
20
歳
以
上
の
方

（
提
供
会
員
に
な
る
に
は
次
の

研
修
の
受
講
が
必
要
で
す
。）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
提
供
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
基
礎
研
修

・
期
日　

12
月
７
日
㈮

　
　
　

1
月
16
日
㈬

　
　
　

2
月
20
日
㈬

　
　
　

3
月
7
日
㈭

・
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

・
会
場　

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館

・
参
加
費　

無
料

・
定
員　

10
名
程
度

・
申
し
込
み　

随
時
受
付

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習
を

行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は
人
数

に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

・
学
童
保
育
室
実
習　

2
時
間

・
保
育
所
実
習　

3
時
間

・
普
通
救
命
講
習　

3
時
間

（
各
実
習
1
回
ず
つ
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

☎（
44
）１
１
７
６

3

臨
時
保
育
士
を

募
集

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

保
健
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

時
給
1
，0
0
0
〜

　
　

1
，1
0
0
円
（
通
勤
割

増
賃
金
・
時
間
外
勤
務
手
当
有
）

社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
7
時
〜
午
後
7
時
の
う
ち

7
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
各
免
許
・

資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9
-0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

（
52
）1
1
3
7

　

jidoufukushi@city.shimotsuke.lg.jp
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ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
健
康
増
進

の
た
め
、
水
泳
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

な
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
「
ふ
れ
あ

い
館
の
温
水
プ
ー
ル
」
で
体
力
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
し
込
み　

随
時
受
付
中

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
月
会
費

各
教
室
と
も
週
１
回
コ
ー
ス
で
、

月
当
た
り
４
回
開
催
。
月
会
費
は
、

入
場
料
を
含
む
料
金
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）1
1
2
6

市
営
墓
地
の
使
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

釈
迦
堂
霊
園
墓
地
及
び
柴
南
霊

園
墓
地
に
お
い
て
使
用
場
所
の
返

還
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
名　

称

下
野
市
国
分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地

・
所
在
地

下
野
市
国
分
寺
９
９
３
番
地
２

・
墓
所
数　

２
基

・
墓
所
の
面
積　

６
㎡

・
使
用
料　

３
０
０
，０
０
０
円

・
管
理
料　

８
５
０
円
（
年
間
）

■
名　

称

下
野
市
柴
南
霊
園
墓
地

・
所
在
地

　

下
野
市
柴
77
番
地
３

・
墓
所
数　

２
基

・
墓
所
の
面
積　

６
㎡

・
使
用
料　

２
７
０
，０
０
０
円

・
管
理
料　

８
５
０
円
（
年
間
）

⑴ 

い
ず
れ
も
カ
ロ
ー
ト
（
骨
壺
を

納
め
る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
設
備
）
が
あ
り
ま
す
。

⑵ 

使
用
料
は
、
墓
所
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
権
利
で
、
土
地
の
所

有
権
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶ 
管
理
料
は
、
除
草
等
、
墓
地
を

管
理
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

⑷ 

使
用
料
及
び
管
理
料
は
墓
地
使

用
許
可
後
に
納
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
資
格
要
件

① 

本
市
に
引
き
続
き
３
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方

② 

同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許
可

を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い
方

　

 　

た
だ
し
、
改
葬
（
他
の
市
営

墓
地
か
ら
遺
骨
を
移
す
）
す
る

場
合
を
除
く
。

■
募
集
期
間

12
月
17
日
㈪
〜
22
㈯

■
申
し
込
み
先

生
活
安
全
課（

国
分
寺
庁
舎
２
階
）

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

※
12
月
22
㈯

ゆ
う
ゆ
う
館

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
正
午

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

②
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し

　
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書
は

生
活
安
全
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
使
用
場
所
の
抽
選

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
１

■コース内容と会費
コースの内容 開催曜日・時間 月会費

小学生水泳Ⅰ 水曜日　17：20～ 3,000円

小学生水泳Ⅱ 木曜日　17：20～ 3,000円

小学生水泳Ⅲ 土曜日　11：30～ 3,000円

成人（女性）Ⅰ
（初心者水泳教室） 水曜日　10：00～ 4,000円

成人（女性）Ⅱ
（初心者水泳教室） 木曜日　10：00～ 4,000円

成人
初心者水泳教室Ⅰ 水曜日　19：00～ 4,000円

成人
初心者水泳教室Ⅱ 木曜日　19：00～ 4,000円

成人
水泳教室 土曜日　10：00～ 4,000円

■開催日

・小学生水泳Ⅰ
・成人女性　Ⅰ 水曜日開催
・成人初心者Ⅰ

・小学生水泳Ⅱ
・成人女性　Ⅱ 木曜日開催
・成人初心者Ⅱ

・小学生水泳Ⅲ
 土曜日開催
・成人水泳

１ 月 期  9日・16日・23日・30日 10日・17日・24日・31日 12日・19日・26日・2月2日

２ 月 期  6日・13日・20日・27日  7日・14日・21日・28日  9日・16日・23日・3月2日

３ 月 期  6日・13日・20日・27日  7日・14日・21日・28日  9日・16日・23日・30日  

くらしの情報
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月
13
日
㈰
に
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
そ
の
他

柴
木
間
内
墓
地
・
三
昧
場
墓
地

に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
け
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
市
役
所
生
活
安
全
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

「
道
の
駅
し
も
つ
け
」

農
産
物
直
売
施
設
出
荷

者
の
募
集
に
つ
い
て

5
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
で
は
、

安
全
・
安
心
な
下
野
市
産
農
産
物

の
出
荷
者
を
募
集
し
ま
す
。
出
荷

者
は
、
道
の
駅
し
も
つ
け
農
産
物

直
売
部
出
荷
者
協
議
会
の
会
員
と

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
在
住
の
方
で
、「
安
全
・

安
心
・
新
鮮
」
な
市
内
産
の
農

作
物
を
出
荷
出
来
る
方

② 

農
産
物
の
生
産
に
つ
い
て
、
農

薬
取
締
法
等
の
関
係
法
令
を
遵

守
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
履
歴

が
確
認
出
き
る
方

③ 

㈱
道
の
駅
し
も
つ
け
と
受
委
託

契
約
を
結
ん
で
い
た
だ
け
る
方

④ 

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来

る
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
安

定
し
た
種
別
・
数
量
・
品
質
で

供
給
出
来
る
よ
う
な
生
産
・
販

売
計
画
に
協
力
出
来
る
方

以
上
４
点
、
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
を
応
募
の
条
件
と
し
、
出
荷

者
協
議
会
役
員
会
に
て
出
荷
者
を

決
定
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
文
書

に
て
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

道
の
駅
し
も
つ
け
事
務
室
に
て

応
募
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、記
入
の
う
え
、提
出
願
い
ま
す
。

■
申
込
期
限

平
成
25
年
１
月
20
日
㈰
必
着

■
問
い
合
わ
せ
先

道
の
駅
し
も
つ
け

担
当　

河
野
・
小
野
口

☎（
38
）６
６
３
１

（
38
）６
６
３
２

市
の
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン

ト（
非
常
勤
職
員
）を
募
集

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

通
勤
可
能
な
昭
和

26
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で
、

小
中
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
方
。

た
だ
し
、
学
級
支
援
指
導
助
手
は

小
学
校
教
員
免
許
が
必
要
（
取
得

見
込
み
も
可
）

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
学
校
教
育
課
（
石

橋
庁
舎
２
階
）
へ
ご
持
参
願
い
ま

す
。（
有
資
格
者
は
資
格
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
添
付
）

■
受
付
期
間

12
月
３
日
㈪
〜
平
成
25
年
１
月

７
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
曜
・

日
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

■
選
考
方
法　

一
次
審
査
を
書
類

選
考
と
し
、
二
次
審
査
の
面
接
試

験
を
２
月
初
旬
に
行
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
発
表　

２
月
下
旬

選
考
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

■
採
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１

日
〜
平
成
26
年
３
月
24
日

※ 

採
用
は
、
１
年
の
任
用
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
勤
務
状
況
に
よ

り
４
年
を
上
限
と
し
て
、
再
任

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

し
か
し
、
当
該
年
度
に
65
歳

到
達
の
方
は
、再
任
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
☎（
52
）１
１
１
８

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技

術
学
校（
職
業
訓
練
校
）

平
成
25
年
度
入
校
生
を
募

集
し
ま
す

■
対　

象

各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所
等

に
就
職
し
て
い
る
方
ま
た
は
就

職
を
予
定
し
て
い
る
方
（
関
連
事

業
所
等
勤
務
で
な
い
方
で
あ
っ
て
も
、

希
望
す
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

■
学　

科

木
造
建
築
科
10
名　

期
間
3
年

畳
科 

　

 

10
名　

期
間
2
年

広
告
美
術
科
10
名　

期
間
2
年

建
築
設
計
科
10
名　

期
間
2
年

■
特　

典

訓
練
修
了
時
の
技
能
照
査
に
合

格
し
ま
す
と
「
技
能
士
補
」
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
家
試
験
の
２

級
技
能
士
検
定
を
受
検
の
と
き
、

学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
25
年
3
月
9
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学

校
（
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）

☎
0
2
8（
6
2
2
）1
2
7
1

　

http://business4.plala.
or.jp/usangiko/
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職種と職務内容等 報酬額等
学級支援指導助手
小学校の複式学級
において学習指導
等教育活動全般を
行う。※小学校教
員免許必要（取得
見込みも可）

日額12,000円
※交通費等の諸手当なし
年間200日勤務
（夏季・冬季休業は除く）
休暇10日間
社会保険適用

学校生活支援員
（介助）
支援を必要とする
児童生徒の介助や
学校安全管理の補
助を行う。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間190日勤務
（夏季・冬季休業は除く）
休暇10日間
社会保険適用あり

学校生活支援員
（図書）
学校図書室の運営
及び管理の補助を
行う。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間86日
（夏季・冬季休業は除く）
社会保険適用なし
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相　

談

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た

と
き
は
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー「
法
テ
ラ
ス
」へ

法
的
な
困
り
ご
と
は
、
ま
ず
、

法
テ
ラ
ス
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

解
決
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
た

り
、
法
律
相
談
の
窓
口
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
資
力
の
乏
し
い
方

に
対
し
て
は
、
無
料
で
法
律
相
談

を
行
い
、
裁
判
、
調
停
、
交
渉
の

代
理
人
と
し
て
弁
護
士
・
司
法
書

士
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
審
査
の
う
え
、
弁
護
士
等

を
紹
介
し
、
そ
の
費
用
を
立
て
替

え
ま
す
。

■
法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４

（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
、
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
栃
木
（
日
本
司
法
支

援
セ
ン
タ
ー
栃
木
地
方
事
務
所
）

☎
0
5
0（
3
3
8
3
）5
3
9
5

宇
都
宮
市
本
町
４
-15

宇
都
宮
Ｎ
Ｉ
ビ
ル
２
階

「
動
く
知
更
相
」を

実
施
し
ま
す

遠
隔
地
等
の
た
め
、
と
ち
ぎ
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
来
所
し
、
療
育

手
帳
の
再
判
定
を
行
う
ほ
か
、
本

人
や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に

応
じ
必
要
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

相
談
等
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

2
月
25
日
㈪

午
前
10
時
〜

■
場　

所

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　

容

①
療
育
手
帳
の
再
判
定

②
そ
の
他
生
活
相
談
等

※ 

新
規
の
療
育
手
帳
の
判
定
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
及

び
そ
の
保
護
者
、
関
係
機
関
等
で

相
談
を
必
要
と
す
る
方

■
申
し
込
み
締
め
切
り

1
月
11
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

会
の
開
催

■
相
談
内
容

・ 

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）

・ 

商
業
・
法
人
登
記
関
係
（
会
社
・

法
人
設
立
、
会
社
・
法
人
変
更
、

定
款
変
更
な
ど
）

・ 

多
重
債
務
関
係
（
債
務
整
理
、

過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事
再

生
、
自
己
破
産
）

・ 

裁
判
手
続
き
関
係
（
１
４
０
万

円
を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の

民
事
裁
判
手
続
き
）

・
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日

12
月
26
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会　

場

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

（
下
野
市
小
金
井
7
8
9
番
地
）

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

〒
3
2
9

0
4
3
1

　

下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

・
栃
木
県
司
法
書
士
会

小
山
支
部
長　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

☎（
21
）6
3
1
2

・
栃
木
県
司
法
書
士
会

　
小
山
支
部
副
支
部
長 

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10
-13

☎（
44
）4
9
1
7

行
政
書
士
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日　

時

12
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室
２

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

定
員
４
名

■
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久
☎（
53
）1
6
7
2

就　

職

職
業
能
力
開
発
講
習
会

■
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の
基
礎

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

１
月
22
日
㈫
〜
24
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
受
講
料　

４
，
８
２
０
円

■
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

・
定
員　

20
名

・
実
施
期
間

１
月
31
日
㈭
〜
２
月
１
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
受
講
料　

４
，
８
２
０
円

※ 

開
催
日
１
週
間
前
又
は
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電

話
等
で
確
認
し
て
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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参男
画女
社共
会同

あ
る
会
場
で
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
「
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
言
わ

れ
て
ガ
ッ
カ
リ
し
た
一
言
を
教

え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
質
問

に
対
す
る
回
答
事
例
で
す
。

○
４
対
６
く
ら
い
の
割
合
で
家

事
・
育
児
を
や
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
の
に
「
ま
だ
ま
だ

働
き
が
足
り
な
い
」
と
妻
か
ら

言
わ
れ
た
と
き
。（
男
性
・
40
代
）

○
子
供
が
泣
き
止
ま
な
く
て

困
っ
て
い
る
と
き
に
、
妻
が

や
っ
て
き
て
「
マ
マ
じ
ゃ
な

き
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ
ね
〜
」
と

言
っ
て
母
乳
を
あ
げ
て
ス
ッ
と

寝
か
せ
た
と
き
。（
男
性
・
30
代
）

言
わ
れ
た
男
性
に
す
れ
ば
ま

さ
に
シ
ョ
ッ
ク
、
で
も
第
三
者

か
ら
見
る
と
、
ち
ょ
っ
と
ほ
ほ

え
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
日
頃

家
事
や
育
児
を
が
ん
ば
っ
て
い

る
男
性
も
時
に
は
愚
痴
り
た
い

し
、
女
性
側
は
感
謝
し
つ
つ
も

時
に
は
つ
い
反
発
し
た
り
す
る

の
が
自
然
の
人
情
と
い
う
も
の
。

も
し
も
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
お

互
い
の
立
場
に
立
っ
て
思
い
や

り
を
忘
れ
な
い
で
お
き
た
い
も

の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

日
々
の
生
活
に【
借
金
】の

２
文
字
を
付
け
て
は
い
け

ま
せ
ん

債
権
会
社
か
ら
の
督
促
通
知
が

あ
っ
て
も
「
ど
う
に
か
な
る
」「
ま

た
、
借
り
れ
ば
」
こ
の
繰
り
返
し

が
「
多
重
債
務
」
の
生
活
に
陥
り

ま
す
。「
多
重
債
務
」
と
は
消
費

者
金
融
等
数
社
か
ら
借
金
を
重
ね

る
こ
と
。
自
己
判
断
せ
ず
、
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
借
金
問

題
で
毎
日
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
の

生
活
が
、
改
善
で
き
る
よ
う
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
導
い
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
る
あ
な

た
、
今
後
の
生
活
状
況
を
あ
ら
た

め
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

グ
リ
ム
の
森
は
、
下
野
市
下
古

山
に
あ
る
雑
木
林
を
活
か
し
た
公

園
で
す
。
公
園
内
に
は
、「
グ
リ
ム

の
館
」
や
遊
具
、
水
路
が
整
備
さ

れ
、
市
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
平
成
21
年
10
月
に
ド
イ
ツ

の
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
姉
妹

都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。
旧
石

橋
町
と
旧
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュッ
ケ
ン

（
現
デ
ィ
ー
ツ
ヘル
ツ
タ
ー
ル
）は
、
名

前
が
同
じ「
石
の
橋
」だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
50
年
に
姉
妹
都
市
と

な
り
、
旧
石
橋
町
で
グ
リ
ム
の
里

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

グ
リ
ム
の
里
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
「
グ
リ
ム
の
館
」
に
は
、
世

界
に
３
点
し
か
現
存
し
な
い
貴
重

な
グ
リ
ム
兄
弟
の
エ
ッ
チ
ン
グ
版

画
や
、
グ
リ
ム
童
話
の
初
版
本
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
グ
リ
ム
の
世
界

を
満
喫
で
き
ま
す
。

第
４
回
グ
リ
ム
の
森

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
催

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
華
や
か
な
光
が
、
幻

想
の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

点
灯
期
間
：
12
／
2
㈰
〜
1
／
5
㈯

点
灯
時
間
：
午
後
5
時
〜
9
時

主
催
： 

下
野
市
ウ
ィ
ン
タ
ー
活
性

化
事
業
協
議
会

【
ア
メ
と
ム
チ
】

「
あ
の
時
は
カ
ッ
と
な
っ
て
悪
か
っ

た
！
二
度
と
暴
力
は
振
る
わ
な

い
」
と
涙
を
浮
か
べ
て
謝
り
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
ま
で
く
れ
た
。
暴
力
を

振
る
わ
な
い
時
は
優
し
い
夫
、
良

い
父
親
な
ん
だ
け
ど
…
。

Ｄ
Ｖ
に
は「
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
」と

い
う
時
期
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
好
き
で
一
緒
に
な
っ
た

相
手
で
す
し
、
相
手
は
「
愛
情
表

現
」と
思
い
、
あ
な
た
は
「
暴
力

の
時
が
異
常
で
、
本
来
は
優
し
い

人
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

暴
力
へ
の
恐
怖（
興
奮
状
態
）と

と
び
き
り
の
優
し
さ（
安
定
状
態
）

が
交
互
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に
よ

り
相
手
と
依
存
関
係
に
な
り
が
ち

で
す
。
あ
な
た
が
我
慢
す
る
こ
と

で
、
暴
力
に
よ
る
支
配
は
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
や
す
い
の
で
す
。
悩
ま

ず
相
談
を
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
４

再
発
見

で

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）１
１
６
８

くらしの情報

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
あ
」で
す
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年末年始のお知らせ

年末年始の
市役所業務等のご案内

年末年始の
ごみ収集について

年末年始の
水道当番について

■主な施設等について
道の駅しもつけ １月１日㈫～1月3日㈭
きらら館 12月28日㈮～1月3日㈭
ゆうゆう館 12月28日㈮～1月1日㈫
ふれあい館 12月29日㈯～1月3日㈭
児　童　館 12月29日㈯～1月3日㈭
公　民　館 12月29日㈯～1月3日㈭
図　書　館 12月25日㈫～1月4日㈮
生涯学習情報センター 12月29日㈯～1月3日㈭
スポーツ施設 12月29日㈯～1月3日㈭
グリムの館 12月28日㈮～1月4日㈮
下野薬師寺歴史館 12月28日㈮～1月4日㈮
テーマ館 12月27日㈭～1月6日㈰
オアシスポッポ館 12月28日㈮～1月4日㈮
駐　輪　場 1月1日㈫
農村環境改善センター 12月28日㈮～1月3日㈭
消費生活センター 12月29日㈯～1月3日㈭
シルバー人材センター 12月29日㈯～1月3日㈭
社会福祉協議会 12月29日㈯～1月3日㈭

年末年始の市役所等の業務は、以下のとおり閉庁
（お休み）となりますのでご不便をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。

■市役所 
　12月29日㈯～1月3日㈭
■戸籍届出について
上記期間中でも、死亡届、出生届、婚姻届などの

戸籍届書は以下の施設で受付します（届書の内容に
よっては、平日再度、ご来庁いただく場合がござい
ますが、ご了承願います）。
　・午前８時30分～午後５時　国分寺庁舎
　・その他の時間帯　石橋消防署（死亡届は除く）
■自動交付機について
※自動交付機（住民票・印鑑登録証明書・所得証明
書）はご利用いただけます（ご利用には「下野市民
カード」、「南河内町民カード」または「住民基本台
帳カード（利用登録済みのもの）」が必要です）。
　・午前８時30 分～午後５時　国分寺庁舎
　（なお、コンビニ交付は上記期間中ご利用いただ
けませんので、ご注意ください。）

ごみステーションの収集はごみ量が増えるため、遅くなることがあります。
また、直接搬入は下記のとおり可能ですが、特に年末は混雑状況により１

～２時間程度お待ちいただくことがありますので、行政カレンダーをご確認
のうえ、早めにごみステーションに出されるようお願いします。

直
接
搬
入

中央清掃センター 北部清掃センター（生ごみ） クリーンパーク茂原

☎24－3194
年末は12月30日㈰まで
年始は１月４日㈮から
午前８時30分～ 11時30分
午後１時～４時30分

☎44－2226
年末は12月28日㈮まで
年始は１月４日㈮から
午前８時30分～ 11時30分
午後１時～４時30分

☎028－654－0018
年末は12月31日㈪まで
年始は１月４日㈮から
午前８時30分～正午
午後１時～４時30分

日 曜日 当　　番　　店
29日 土 ㈱小林工業 ☎53－0633 ㈱サニーハウス・アダチ ☎44－3252
30日 日 コウエイ工業㈱ ☎53－1883 ㈲坂本電機設備工業 ☎44－1143
31日 月 ㈲大　　垣 ☎53－0871 ㈲大内設備工業 ☎44－1139
１日 火 ㈱スガマタ ☎53－2580 ㈲海老原設備工業 ☎48－5006
２日 水 岩上設備 ☎44－3224 伊澤電気商会 ☎48－5100
３日 木 日神工業㈱ ☎48－2461 ㈲マルキ設備農機具 ☎44－2377

年末年始（平成24年12月29日～平成25年１月３日）の漏水等水道に関する
修理のお問い合わせは、以下の日程により各当番店へご連絡ください。
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年末年始のお知らせ

■救急告示医療機関当番
38ページの一次救急医療機関情報

でご確認ください。
■インターネットで検索できます
夜間・休日の当番医を県内各地域

ごとに検索できる栃木県のサービス
です。
▼休日・夜間当番医案内
　（とちぎ医療情報ネット）
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

ap/qq/sho/pwtobansr01.aspx

■小山地区夜間休日急患センター
　小山市若木町1-1-5
　小山市民病院内
　１階外来北西部　
　☎23－6832

■休日急患歯科診療所
　小山市中央町2-2-21
　小山市保健福祉センター内
　１階
　☎23－6854

年末年始に病気やけが等で困ったときは、小山地区夜間休日急患
センター等をご利用ください。※保険証をご持参ください。

診療時間
小山地区　　　　　　
夜間休日急患センター 休日急患歯科診療所

12月28日㈮～
12月29日㈯　 午後７時～ 10時 休業

12月30日㈰～
１月３日㈭　 午前10時～午後９時 午前10時～午後４時

１月４日㈮　 午後７時～ 10時 休業

■飲酒運転は絶対に「しない！」「させない！」 
　強い意志で飲酒運転を根絶しよう

年末年始は忘年会や新年会などでお酒を飲む機会
が多くなる時期です。飲酒運転は重大事故に直結す
る悪質・危険な犯罪です。一人一人が飲酒運転を絶
対に「しない！」「させない！」という強い意志を
もって、飲酒運転を根絶しましょう。

■飲酒運転に対する行政処分が大幅に強化

飲酒運転を根絶するため、平成21年6月1日に施行
された改正道路交通法等により、飲酒運転に対する
行政処分が大幅に強化されました。
酒酔い運転等の悪質・危険な違反行為をして、免

許取消しになってから再度の免許を受けることがで
きない欠格期間の上限は、５年から10年に引き上げ
られました。酒酔い運転をして死亡事故を引き起こ
した場合は欠格期間が７年、さらに、ひき逃げをし
た場合は欠格期間が10年となります。

また、飲酒運転に対する違反点数も引き上げられ、
酒酔い運転をした場合は「35点」で初回で免許取消
し（欠格期間３年）となります。酒気帯び運転の
場合は、呼気1リットル当たりのアルコール濃度が
0.15ミリグラム以上0.25ミリグラム未満では、違反
点数が「13点」で90日間の免許停止。呼気1リット
ル当たりのアルコール濃度が0.25ミリグラム以上で
は違反点数が「25点」で初回で免許取消し（欠格期
間２年）となります。（いずれも前歴やその他累積
点数がない場合）

■運転者はもちろん、その周りの人にも厳しい 
刑罰が科せられます

飲酒運転をした場合には、運転者本人はもちろん、
その車両に同乗した人や車両を提供した人、お酒を
提供した人にも、厳しい刑罰が科せられます。
酒酔い運転の場合、車両の提供者には「５年以下
の懲役または100万円以下の罰金」が科せられます。
また、酒類を提供した人や車両の同乗者にも「３年以
下の懲役または50万円以下の罰金」が科せられます。

酒酔い運転・酒気帯び運転に対する罰則
酒酔い運転 酒気帯び運転

運転者本人
５年以下の懲役
または 100 万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

車両の提供者
５年以下の懲役
または 100 万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

酒類の提供者・
車両の同乗者

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

２年以下の懲役
または30万円以
下の罰金

年末年始の
急患について

年末年始の
交通安全

　年末の交通安全
県民総ぐるみ運動　

・期　間　12月11日㈫～31日㈪の21日間
・スローガン
　「マナーアップ！あなたが主役です」
・運動の重点
　１．スピードダウン運動の推進
　２．子どもや高齢者に優しい3S運動の推進
　３．飲酒運転の根絶



Shimotsuke

広報しもつけ　2012.12
38

小　山
警察署

若　木
小学校

小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１
②④

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
９ 10 11 12 13 14 15
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
16 17 18 19 20 21 22
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
23 24 25 26 27 28 29
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
30 31
①③ ②④

番号・医療機関名・所在地

①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
   (小山市民病院とは、別の医療機関に)　なります。
小山市若木町1-1-5（小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時から22時（内科・小児科）
土曜日 19時から22時（内科・小児科・外科）

　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日から1月3日）       
       10時から12時 13時から17時
       18時から21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）

　カレンダー内番号が当番医療機関となっています。事前に電話で確認してください。各医
療機関では夜間、医師が交代で当直制をとっており、希望する治療が困難な場合もあります。

１2月の一次救急医療機関情報

きらら館・ゆうゆう館・ふれあい館  休館日

◉平日　17:00～翌日9:00
◉土・休日・祝日（ の部分）17:00～翌日17:00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、
もたない子も、一緒
に遊ぶ場所です。
■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後２時

11日㈫ 旧石橋中学校
体育館南側

18日㈫ 旧やすらぎ荘
（小金井1189）

■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
19日㈬ ふれあい館

■問い合わせ先
　シルバー人材センター
　☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　４・11・18日、１月８日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　25日㈫
法律相談　１月10日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　３・10・17日、１月７日

（いずれも月曜日）
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　７・14・21日、１月４日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　28日㈮
法律相談　13日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後１時30分～３時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～４時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

12
月
天平公園 下野市勤労者協議会
花広場 下町たのしみ会

1
月
天平公園 柴北クラブ
花広場 むつみ会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　12月 25日㈫
　市県民税（普通徴収） ４期
　国民健康保険税（普通徴収） ６期
　介護保険料（普通徴収） ６期
　後期高齢者医療保険料（普通徴収） ６期
■納期　１月４日㈮
　国民年金保険料 11月分

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイドは、観光スポットから生活に役立つ情報まで、
下野の情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、
携帯電話は右のＱＲコードからアクセスしてください。

12⽉
December
師⾛
しわす

（ ）

くらしの情報

日時 22日㈯

場所 南河内
児童館



2
平成24年度
上半期の財政状況

市の収入状況は？保健福祉・教育・道路整備など、
使い道は？市の財政がどのように運営されているかにつ
いて、ご理解を深めていただくため、年2回財政状況
を公表しています。今回は平成24年度上半期の財政状
況をお知らせます。

4

5

人事行政の運営等の状況

国民年金だより

6 消防

8 まちの話題

10

13

保健便り

高齢福祉サービス紹介

14

16 Let’s SPORTS

18

20 国際交流員ザブリーナ・リンのコラム
21
22
22

下野市理科研究展覧会・審査結果
地産地消だより
農地・水保全管理活動組織の活動瓦版

23
24
25

業者登録受付のご案内
のど自慢大会で復興支援／放射線量測定結果
図書館Library Information

26

40

くらしの情報

男女共同参画事業　映画会を開催

今月
の

表紙

今月の何の日

12
月
14
日

南
極
の
日

　

１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
の
こ
の
日
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
探
検
家
・
ア
ム
ン
ゼ
ン
と

４
人
の
隊
員
が
初
め
て
南
極
点
に
到
達
し

ま
し
た
。

　

地
球
の
南
の
端
が
南
極
、
北
の
端
が
北

極
で
す
が
、色
々
な
違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

大
き
く
違
う
の
は
南
極
が
地
面
の
上
に

氷
が
載
っ
て
い
る
「
大
陸
」
な
こ
と
。
北

極
は
地
面
の
な
い
大
き
な
「
氷
」
の
塊
が

海
に
浮
い
て
い
る
状
態
で
す
。
氷
の
厚
さ

も
北
極
の
氷
の
厚
さ
は
せ
い
ぜ
い
10
ｍ
ぐ

ら
い
。
南
極
は
平
均
で
２
，
４
５
０
ｍ
、

最
大
で
は
４
，
０
０
０
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。

　

気
温
は
北
極
が
マ
イ
ナ
ス
20
℃
〜
30
℃

な
の
に
比
べ
て
、
南
極
は
マ
イ
ナ
ス
30
℃

〜
50
℃
と
南
極
の
方
が
寒
く
、
最
低
気
温

マ
イ
ナ
ス
89
・
2
℃
と
い
う
記
録
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
ん
な
過
酷
な
環
境
の
中
で
も
生
物
が

い
ま
す
。
よ
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
シ
ロ
ク

マ
（
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
）
は
北
極
に
し
か

い
ま
せ
ん
。
ま
た
ペ
ン
ギ
ン
は
南
極
に
し

か
い
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
下
野
市
の
最
低
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
７
〜
８
℃
程
度
。
今
年
の
冬
は
南
極

を
想
像
し
な
が
ら
過
ご
せ
ば
、
常
夏
の
よ

う
な
冬
が
過
ご
せ
る
か
も
。

今年が第１回目となる「下野市産業祭～ふれあいプラザ～」。下野市
の商業・工業・農業が一堂に集まり、地元の特産物の販売や模擬店、
イベントなど行われました。
日ごろ接することの少ない地元企業の工業製品なども展示され、あ
らためて「地元にこんな企業があったんだ」と再確認できる機会とな
りました。
当日は多くの来場者で賑わい、深まる秋の一日を楽しみました。

目次　Contents
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■人口と世帯（11 月 1日現在）

　　人口／ 60,262 人（+22）、男性／ 30,006 人（+22）、女性／ 30,256 人（± 0）、世帯数／ 22,013 世帯（+3）

　

本
作
品「
人
生
い
ろ
ど
り
」は
、

農
村
に
暮
ら
す
高
齢
期
に
さ
し

か
か
っ
た
女
性
た
ち
が
、「
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
め
ぐ
り
あ
い

生
き
が
い
を
見
つ
け
、
見
事
に

成
功
を
収
め
た
実
話
を
も
と
に

し
た
作
品
で
す
。

　

友
情
や
夫
婦
、
家
族
の
絆
な

ど
の
結
び
つ
き
と
と
も
に
、
い

き
い
き
と
輝
い
て
い
く
主
人
公

た
ち
が
、
私
た
ち
に
元
気
を
く

れ
る
と
同
時
に
、
感
動
と
共
感

が
得
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

20
代
、
30
代
の
働
く
世
代
か

ら
主
人
公
と
同
じ
70
代
、
80
代

の
世
代
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

多
く
の
方
々
が
楽
し
め
る
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
師
走

の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、
映
画

を
鑑
賞
し
て
お
過
ご
し
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
男
女
が
性
差
や
年

齢
を
超
え
て
互
い
を
認
め
合
い
、

一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持

て
る
社
会
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
ら
す
じ

町
の
危
機
に
立
ち
上
が
れ
！

女
性
達
の
活
躍
と
友
情
を
描
く

心
温
ま
る
感
動
の
実
話
。

　

典
型
的
な
過
疎
地
で
あ
る
徳
島

県
・
上
勝
町
。
不
況
に
苦
し
む
そ

の
町
で
、
山
で
採
れ
る
葉
っ
ぱ
を

料
理
の
〈
つ
ま
も
の
〉
と
し
て
販
売
。

70
代
、
80
代
の
女
性
た
ち
を
主
戦

力
に
し
た
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
い
ま

で
は
年
商
２
億
円
以
上
を
稼
ぎ
出

す
ほ
ど
に
成
長
し
、
町
や
ひ
と
び

と
は
潤
い
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

何
歳
に
な
っ
て
も
夢
は
追
い
か

け
ら
れ
る
、
人
生
に
遅
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
、
と
観
る
方
々
に
優
し

く
語
り
か
け
ま
す
。

茶
話
会
の
ご
案
内

　

映
画
上
映
後
に
、
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
に
よ
る
『
男
女

共
同
参
画
茶
話
会
』を
行
い
ま
す
。

　

映
画
の
感
想
や
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
気
軽
に
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
！

▼
映
画
会
終
了
後

　
（
午
後
3
：
40
〜
）

▼
会
場 

Ｉ
Ｔ
研
修
室

　
（
大
ホ
ー
ル
と
な
り
）

▼
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す

　

 （
参
加
無
料　

コ
ー
ヒ
ー
・
お

茶
サ
ー
ビ
ス
）

み
ん
な
が
〝
わ
か
ち
あ
う
〞

大
切
さ
を
も
ち
、
男
女
が

と
も
に
協
力
し
な
が
ら
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画事業
映画会を開催します
男女共同参画事業
映画会を開催します

当たり前の毎日が、
“葉っぱ”との出会いで

色付き出す！

当たり前の毎日が、
“葉っぱ”との出会いで

色付き出す！

「人生、いろどり」「人生、いろどり」

入場無料入場無料入場無料入場無料

■
日　

時

　

12
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
20
分
〜

　
（
午
後
０
時
50
分　

開
場
）

■
場　

所　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
無
料

　

定
員
２
０
０
名
（
先
着
順
）

　

託
児
あ
り
（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

■
上
映
時
間　

１
１
２
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

後後〜〜〜
）
〜
）） 合

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
24年

12月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎ 0285（40）5550 情報広報グループまでご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

TAKE FREE


